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できるように作成したものです。

　本年報が斜里地区消防組合の防災体制と、その事務を知る上に参考になれば幸いです。

　令和7年１０月

は じ め に

　本年報は、消防力の現勢と令和6年中における、火災及び救急の状況並びに各種資料

を収集・集録し、将来の消防体制の強化と火災予防の資料にするとともに、消防行政上

有効に活用しようとする目的をもって編集したものです。

　また、令和7年度の予算等を含め、斜里地区消防組合の業務を広く一般に紹介すると

ともに、過去数ヶ年の資料を統計的に対比し、職員の執務資料としての効果を充分発揮
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斜 里 地 区 消 防 組 合 機 構 図
令和７年7月1日現在
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備 考職 名

小 清 水 町 出 納 室 長

副管理者職務代行者

管 理 者

斜 里 町 副 町 長

副 管 理 者

斜 里 町 長

清 里 町 副 町 長

小 清 水 町 副 町 長

〃 古 谷 一 夫

鈴 木 祐 之

芝 尾 賢 司

清 里 町 長

岸 本 幸 雄

職 名 氏 名

〃

議 員

〃

〃

議 長

宮 山 貢

副 議 長 前 中 康 男

〃

〃

今 井 千 春

木 村 耕一郎

〃

監 査 委 員

小 清 水 町 監 査 委 員監 査 委 員

会 計 管 理 者 伊 藤 菜 穂 子

〃
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斜 里 町 会 計 管 理 者

三 浦 厚
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〃

執 行 機 関

構 成 町 役 職氏 名

山 内 浩 彰

久 保 弘 志 小 清 水 町 長

〃

構 成 町 役 職 備 考

代 表 監 査 委 員 斜 里 町 監 査 委 員

重 成 一 男

※平成２３年５月１日より、構成町選出議員は各町４名から３名となる。

清 里 町 監 査 委 員篠 田 恵 介

職 名 氏 名

監 査 委 員

堀 川 哲 男
清 里 町 総 務 文 教 常 任 委 員 長
議 会 運 営 委 員

斜里町総務文教常任副委員長
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議 会 報 編 集 特 別 委 員

清里町総務文教常任副委員長
産 業 福 祉 常 任 委 員

河 口 高

和 田 彩

議 会 議 員

令和７年7月1日現在

須 田 修 一 郎 斜 里 町 議 会 議 長

木 戸 寛 治
小 清 水 町 経 済 厚 生 常 任 委 員
議 会 報 編 集 特 別 委 員 長

備 考構 成 町 役 職

坂 田 秀 昭
小 清 水 町 議 会 議 長
総 務 文 教 常 任 委 員

清 里 町 議 会 議 長
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階　級

所　属

消 防 本 部 1 1 2 0 0 1 5

消 防 署 0 3 5 1 6 10 25

ウ ト ロ 分 署 0 1 4 1 4 2 12

小 清 水 分 署 0 1 4 8 3 1 17

清 里 分 署 0 2 5 5 4 1 17

計 1 8 20 15 17 15 76 83 91.5

平 均 年 齢 54.0 50.4 46.8 37.6 29.2 22.9 36.8

消 防 職 員 階 級 別 配 置 状 況

令和７年7月1日現在
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（％）

33 38 155 265

(3) (4) (15) (22)

1 2 5 12

(1) (2) (5) (8)

第 １ 分 団 1 1 3 9 27 41

第 ２ 分 団 1 1 1 2 7 12

第 ３ 分 団 1 1 1 2 9 14

第 ４ 分 団 1 1 1 2 7 12

第 ５ 分 団 1 1 1 0 5 8

第 ６ 分 団 1 1 2 3 10 17

10 20 70 116

(1) (2) (5) (8)

4 1 7 19

(1) (1) (7) (9)

第 １ 分 団 1 1 4 4 27 37

第 ２ 分 団 1 1 3 2 7 14

第 ３ 分 団 1 1 3 3 9 17

14 10 50 87

(1) (1) (7) (9)

1 1 3 9

(1) (1) (3) (5)

第 １ 分 団 1 1 3 4 14 23

第 ２ 分 団 1 1 3 2 11 18

第 ３ 分 団 1 1 2 1 7 12

9 8 35 62

(1) (1) (3) (5)

消　　防　　団　　員　　の　　配　　置　　状　　況

6 3 13 14

令和７年7月1日現在
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0 0
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計 1 2 1 4 5

清

里

消

防

団

団 本 部 1 2 1

計 1 2 1 3 3

（　）内は、女性消防団員

330 80.3

145 80.0

95 91.6

90 68.9
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５５歳以上
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４０歳以上４５歳未満
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２５歳以上３０歳未満

消 防 団 員 の 年 齢 ・ 勤 続 年 数 状 況

令和７年7月1日現在

総
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長
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長
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分
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長

部

長
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長

団
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　　　人　　員
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沿 革



月 7 日

宇登呂分遣所に無線局を開局

月 15

26

小清水分署職員待機宿舎建設（ブロック造 3戸）

日

30

日

2 月

11

12

年

清里分署に消防専用無線電話装置を購入配備（移動局３基）

昭和 52 年 4 月 1

斜里消防署にサイレン遠隔吹鳴装置付き一斉指令装置を配備（知床斜里駅前の旧斜里館屋
上にサイレン設置）

10

月

小清水消防団第1分団に小型動力ポンプを購入配備

3 月

小清水分署に人員搬送車を購入配備（白鳥号 26人乗り）

小清水消防団の定数を120名から115名に改正

4 月

清里消防団第1分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（清里3号車）

清里分署長に 長尾 清 氏が就任

斜里消防署に日本損害保険協会より消防ポンプ（A-1）自動車寄贈（斜里3号車）

月 10

日

日

月

月

日

月 11

8 日

月 25

30 日

月 12 日

年 1

令和７年7月1日現在
昭和 48 年 3 月 17 日

斜里地区消防組合の沿革

6 月 日

宇登呂分遣所増築工事

昭和

10 日 斜里消防団第５分団庁舎落成

清里分署に消防専用無線電話装置を購入配備（基地局１基　移動局５基）

10 月 20 日

日

10 日

30 日

清里分署庁舎新築工事

10

日

月 26

小清水分署に指令車を購入配備（横道号　横道 四郎 氏より購入金額の1,873千円のうち
1,000千円の寄附）

6

北海道消防協会長より斜里消防団に表彰旗が授与された

斜里郡３町（斜里町・小清水町・清里町）の構成により斜里地区消防組合が発足。消防本
部を斜里町に設置し、斜里地区消防組合消防署、消防署小清水分署、消防署清里分署に改
称。また、組合構成町の各消防団を斜里地区消防組合斜里消防団、小清水消防団、清里消
防団に改称する。

　　　　　　　　　消　　防　　長　　　齋　藤　太　郎
　　　　　　　　　消　防　署　長　　　阿　部　年　男
　　　　　　　　　消防署小清水分署長　雪　下　　　勇
　　　　　　　　　消防署清里分署長　　高　木　幹　男
　　　　　　　　　斜里消防団長　　　　高　桑　華夷治
　　　　　　　　　小清水消防団長　　　中　島　喜　悦
　　　　　　　　　清里消防団長　　　　大　西　　　章

　　　　　　　　　【消防職員数】          　　　 【消防団条例定数】
　　　　　　　　消防本部　　　３名　　　　　斜里消防団　　１４０名
　　　　　　　　斜里消防署　２０名　　　　　小清水消防団　１２０名
　　　　　　　　小清水分署　　９名　　　　　清里消防団　　１１５名
　　　　　　　　清里分署　　１２名　　　　　組合定数　　　３７５名

小清水分署に消防用無線機（基地局）購入資金として、小清水ライオンズクラブより５０
０千円の寄附

清里消防団第2分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備（清里7号車）

6

9

11

小清水分署庁舎改築工事

斜里消防署に消防用超短波無線機を購入配備（基地局１基  移動局４基）

小清水分署に消防無線電話を購入配備（固定局１基　移動局５基）

小清水分署に救急自動車装備資金として網走信用金庫より500千円の寄附

25

12 日

月 10

9

清里分署に指令車を購入配備

小清水分署に総合通信指令卓設置

斜里消防団第6分団に小型動力ポンプを購入配備

小清水分署に北海道共済農業協同組合連合会より２B型救急自動車の寄贈

日

8

昭和

7 月 15 日

月 26

小清水消防団第1分団の水槽付消防ポンプ自動車を更新配備（小清水３号車）

8

49

日

11 月

月

12 月

月

清里消防団第3分団に積載車を購入配備（清里9号車）

清里消防団長に 太田 良雄 氏が就任

12

日 小清水消防団に団本部設置

日

7

日

1 日

5

斜里消防団第5分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備

12

22

清里消防団第1分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備（清里4号車）

月 20

小清水分署が人員搬送車を更新配備（動員車 ２６人乗り）

日

6 月

斜里消防署の指令車を更新配備

6 月

30

月 17

3

消防本部屋上にモーターサイレン設置（10ph）

月 11

4 月

月 1

11

小清水分署が水槽付消防ポンプ自動車を更新配備（小清水1号車）月 29 日

日 小清水分署長に 鬼塚 日出男 氏が就任

斜里消防署が役場庁舎裏に車庫新築（動員車等格納）10 月 4

8

日

10 月 1

10 日

日

1

50

昭和 51 年

4

日

28

日

日

2

月 10

月 5 日

11 月 11 日

11 日

月

月 11 日
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斜里消防団長に 青木 栄 氏が就任

斜里消防団第1分団の水槽付消防ポンプ自動車（A-2)を更新配備（斜里４号車 小型動力ポ
ンプ積載）

9 月 30 日

日

小清水分署に職員待機宿舎が完成（2戸）

宇登呂分遣所に消防職員待機宿舎が完成（1棟 4戸）

4

日 斜里消防署に小型動力ポンプ付大型水槽車を購入配備（斜里2号車）

日 小清水消防団第2分団にサイレン塔を設置

斜里地区防火委員会設立

9

知床岳で林野火災が発生し斜里消防署及びウトロ分署消防車両と自衛隊ヘリコプターによ
り2日間の消火活動を実施（焼失面積 １ha　空中消火ヘリ延65機 人員230人　出火原因
不明）

8

10 月 31

9 月 21 日 清里消防団第1分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備（清里4号車）

日

日

清里分署に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（清里1号車）

斜里町で大規模な集中豪雨が発生し家屋86棟、道路18路線に被害を受け、被害総額は84
億円にのぼった

北海道消防協会長より斜里消防団が昭和56年8月に発生した集中豪雨の際の功労により竿
頭綬が授与された

宇登呂分遣所に救急自動車を購入配備

9 月 1 日

11 日

日

月 20

9 月 21

月

1

9

清里分署緑分遣所に消防専用無線電話装置を購入配備（移動局１基）

日 小清水消防団が全道消防操法訓練大会に出場（小型ポンプの部 準優勝）

月

月

月

8

8 月

年

ソビエト戦闘機により大韓航空機が撃墜され、斜里消防署及び斜里消防団が漂流物の捜索
活動を実施（9月11日から9月22日まで出動延人員 消防職員156名 消防団員282名）

15 日 清里消防団第3分団に小型動力ポンプを配備

清里分署長に 清水 貞雄 氏が就任

9 日 小清水分署に消防施設整備資金として 森田 和作 氏より100千円の寄附

斜里消防団が全道消防操法訓練大会に出場

1

日5月

28

日

7

日 小清水分署の救急自動車を更新配備

消防本部・署庁舎増改築（工事費 9,980千円）

21

月 17

宇登呂分遣所庁舎新築工事（北海道市町村振興事業）及び消防職員待機宿舎建設

小清水分署庁舎事務所改築及び車庫天井設置工事

小清水消防団第3分団の小型動力ポンプを更新配備

小清水分署に遠隔操作式サイレン吹鳴装置を配備

4 月 日

12

8 月

日

7

月

自治体消防30周年記念誌「小清水の消防」発刊

清里消防団長に 山下 良蔵 氏が就任

月 13 日

斜里消防署に(株)佐藤製材工場より指令車の寄贈（トヨタ クラウンワゴン 1,980千円）

12 月 20 日

11 月

10 日

22

日

7

7

27 日

1 日

11

6 月 1

月

21

8

日

7 月

日 消防本部に連絡車を購入配備（本部車　三菱トレディア　1,600cc）5 月

月 27 日 小清水分署が指令車を更新配備（横道号　横道 四郎 氏より購入金額2,825千円のうち
2,000千円の寄附）

昭和 60 1 日 清里分署長に 服部 利道 氏が就任

消防長に 松葉 勇 氏が就任（消防長事務取扱）

清里分署に指令車を購入配備

小清水幼稚園幼年消防クラブ及び小清水町婦人防火クラブ結成

月

日

1 日

5 月

10 月

59 年昭和

5 月 12

21

月 7

月

月 1

7

日

日

4

8

年 7 月

1 日

日

11 月 22 日

12

昭和 57 年 1

日

清里分署札弦分遣所に消防専用無線電話装置を購入配備（移動局１基）

20 日

斜里消防署長に 畔木 計佳 氏が就任

ウトロ分署に職員待機宿舎が完成（1棟 4戸）

6

昭和 58

小清水分署長に 和田 良典 氏が就任

日

日月

宇登呂分遣所を「斜里地区消防組合消防署ウトロ分署」に改称し初代分署長に 湯浅 明 氏
が就任（消防職員7名　ウトロ分署庁舎落成式挙行）

清里消防団が全道消防操法訓練大会に出場（小型ポンプの部 準優勝）

月

7 月

7 月

9

昭和 56 6

7

26 日

年 4 月 1 日

11 月

月

20

月 1

日 清里分署に消防専用無線電話装置を配備（移動局２）

日

日

昭和 55 年 5 月 2

8

10 月

昭和 54 年 1 月 19

北海道知事より小清水消防団に表彰旗が授与された

11

日

21 日

小清水分署に消防施設整備資金として 一戸 鉄雄 氏より50千円の寄附

宇登呂分遣所に網走市田中漁業株式会社より消防ポンプ自動車の寄贈を受け「大雄号」と
命名し配備（Aー２ CD型）

日

13 日 斜里消防署に人員搬送車を購入配備（動員車 ２６人乗り）

斜里消防署の２B型救急自動車を更新配備

日 清里分署に救急自動車を購入配備

斜里消防団の定数を140名から145名に改正昭和

52 年 10 月

10 月

12 月

月 14

25

10

6 日 清里消防団第1分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（清里2号車）

年

7 月

昭和

53

27

4 月

10
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斜里町で台風１７号と秋雨前線が停滞した影響により、市街地を中心に家屋2,260世帯が
床上及び床下浸水し、道路は各所で決壊、冠水等の影響で通行止めとなり、被害総額5億円
以上の大災害となった

9 月 11 日

斜里消防団第２分団の小型動力ポンプ付積載車を更新配備

清里分署の指令車を更新配備

小清水消防団に初の女性消防団員を任用（８名）

斜里消防団長に 佐野 幾之介 氏が就任

5

5

月 13

20

4

日

日月

8 月 7 日

9 月 13

小清水町婦人防火クラブに日本消防協会から寄贈された軽可搬ポンプを小清水幼稚園に配
備（TF-03型）

8 月 日

16 日

16

月

30 日

28 日

月

日

日

日

月

日

11 月 10 日

日

月 1 日

平成 4 年 1 月 30

日 斜里消防署長に 大藤 實 氏が就任

日

12 月 24 日 斜里消防団第４分団の小型動力ポンプ付積載車を更新配備

斜里消防署の指令車を更新配備

斜里消防団第2分団庁舎を新築及びサイレン塔を新設

4 月 1

3 月 24

ウトロ分署の救急自動車を更新配備

平成 3 年 4 月 1 日 消防長に 藤井 孝 氏が就任

7 月 8 日

斜里町高齢者緊急通報システム運用開始

6 月 1 日 ウトロ分署長に 長尾 勲 氏が就任

小清水消防団第3分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（小清水7号車）10

小清水分署に日本赤十字社小清水分区より救急自動車の寄贈

11 月 14 日 斜里消防団第3分団の小型動力ポンプ付積載車を更新配備

斜里消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新配備（斜里1号車）

4 月 1 日

8 月

斜里消防署長に 湯浅 明 氏が就任

12 26月 日

24 日

小清水町高齢者緊急通報システム運用開始

日

斜里消防団第3分団が北海道消防操法大会に出場（小型ポンプの部 優勝）

10 月

日 ウトロ分署の水槽付消防ポンプ自動車を更新配備（ウトロ１号車）

ウトロ分署にウトロ自治会より携帯用無線機の寄贈（移動局２基）

7 月 27 日

平成 2 年 3 月 28

24

日

小清水消防団第2分団に消防施設整備資金として 小島芳雄 氏・加藤 雅雄 氏より180千円の寄附

日 小清水分署に消防施設整備資金として 横道 アヤ 氏より100千円の寄附

10 月 9

日 ウトロ分署に消防職員待機宿舎が完成（1棟 4戸）

平成 元 年 4 月 1 日 清里消防団長に 古屋 信一 氏が就任

10 月

日 小清水分署長に 根本 貢 氏が就任

清里消防団第3分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（清里8号車）

小清水消防団第2分団に日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車が寄贈（小清水6号車）9 月 30 日

日 北海道知事より清里消防団に表彰旗が授与された

清里分署長に 河合 建宏 氏が就任

11 月 22 日 斜里消防署が消防ポンプ自動車を更新配備（斜里5号車 救助資機材積載）

日 小清水消防団長に 髙嶋 寛 氏が就任7 月 12

11

26

斜里消防署に無線用アンテナタワーを設置

9

12 月 10

日 清里消防団第2分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（清里6号車）

11 月 6 日

日

日 小清水分署に消防施設整備資金として 森  茂 氏より100千円の寄附

7 月

年 5 月

斜里大谷幼稚園幼年消防クラブに日本消防協会より鼓笛隊セットが寄贈

斜里大谷幼稚園幼年消防クラブ結成

10 月

9 月 22

斜里消防署に北海道共済農業協同組合連合会より救急自動車の寄贈

清里分署に救急自動車を購入配備

昭和 63 12

11 月 25

日 消防長に 畔木 計佳 氏が就任

日 小清水分署車庫を増築

清里消防団第２分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備（清里7号車）

知床岬ウィーヌプリ岳で林野火災が発生し斜里消防署及びウトロ分署消防車両と自衛隊ヘ
リコプターにより６日間の消火活動を実施（焼失面積 4ha　空中消火ヘリ延234機 人員
1,628人　出火原因不明）

日297

小清水消防団第1分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（小清水5号車）月

日

日 清里分署に消防施設整備資金として 高谷 ますみ・博 氏より100千円の寄附

日

年

18 日

10

小清水分署に小型動力ポンプ付大型水槽車を購入配備し、昭和44年11月購入の水槽付消
防ポンプ自動車を第2分団に配置転換

2 日

月

5 月

日 清里消防団第3分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備（清里9号車）

月

ウトロ分署に指令車を購入配備（トヨタ ランドクルーザー）

60

1 日

月

12 日 斜里町幼少年防火クラブ設立

8

昭和 61 年 4 月

小清水消防団第3分団にサイレン塔を設置

ウトロ分署長に 橋本 昭夫 氏が就任

昭和

10

8 月 8

6 月

22

11 月 25

月 22

月

8

10

7 月 5

9

11

7 月 11昭和 62 年

12 月 12

22

8 月

25
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日

ウトロ分署に日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車が寄贈（大雄号からウトロ2号
車に更新）

9

日

日

月 1 日

4 月 1

日

清里分署から消防本部に職員1名派遣

斜里消防団長に 佐藤 力蔵 氏が就任

8 月 25

日

31

3 月 20 日

9 月

日

6

10

小清水消防団第2分団庁舎が完成

21

10 月

14

小清水分署から消防本部に職員1名派遣

消防本部から斜里消防署に職員2名異動

月 26 日 清里分署長に 林  順一 氏が就任

斜里消防署事務所及び食堂を増築

小清水消防団第2分団に 田中 保 氏より消防施設備品としてビデオカメラ一式の寄贈

小清水消防団第２分団が全道消防操法訓練大会に出場（ポンプ車の部）

ウトロ分署長に 保村 征夫 氏が就任

清里分署の救急自動車を更新配備

斜里消防署長に 橋本 昭夫 氏が就任

斜里消防団第5分団庁舎全面改修

日

日

月

月 8 日

日 清里町婦人防火クラブに日本消防協会から軽可搬ポンプが寄贈

日 斜里消防団長に 小泉 勝也 氏が就任

日 斜里消防団第5分団にサイレン塔を新設

日

清里分署にサイレン吹鳴無線制御装置（指令卓）を購入配備し羽衣南地区に電子サイレン
を新設、また119番通報の受信が分署への一本化となった

12 月 15 日

平成

月11 日 小清水幼稚園幼年消防クラブに日本消防協会より鼓笛隊セットが寄贈

小清水分署に 元小清水消防団長 中島 喜悦 氏より勲五等双光旭日章受章を記念し、資機材
搬送車の寄贈（中島号　トヨタダイナ）

12 月

4

月

4

4 年 10 月 12

平成 5 年

月

2

清里消防団に初の女性消防団員を任用（10名）

26 日

9 月 3

4 月 1

日 斜里消防団第５分団の小型動力ポンプ付積載車を更新配備

9 月 20 日 清里分署の消防用無線電話装置を更新（基地局１　移動局３）

6 日 斜里消防署の人員搬送車を更新配備（動員車）

9 月 16 日

9 月

平成 6 年 5 月 1 日 斜里消防団に初の女性消防団員を任用（10名）

12 月 1

日 小清水分署長に 坂本 貞雄 氏が就任

11 月 15 日 清里消防団第1分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（清里3号車）

10 月 12

日

8 月 5 日 小清水分署に消防施設整備資金として 森　茂 氏より500千円の寄附

7 月 21

日 消防本部本部車を更新配備（トヨタクラウン）

6 月 20 日 小清水分署に救助資機材を購入配備

5 月 11

9 月 29 日 清里やまと幼稚園幼年消防クラブ及び清里町婦人防火クラブを設立

6 月 1

日 小清水消防団第3分団庁舎が完成

平成 7 年 5 月 12 日 清里分署長に 樫村 信一 氏が就任

11 月 16

日

12 月 7 日 小清水消防団第1分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（小清水2号車）

10 月 26

日 消防長に 矢久保 塞 氏が就任

10 月 25 日 斜里消防署の救急自動車を高規格救急自動車に更新配備

10 月 16

日

7 月 11 日 小清水分署に消防用無線基地局第2装置を設置

4 月 1

日 清里消防団第1分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（清里2号車）

3 月 25 日 斜里消防団第6分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（ウトロ3号車）

平成 8 年 3 月 18

日

8 月 20

日 日本消防協会長より斜里消防団に表彰旗が授与された

1 日4 月

1 日 斜里消防署長に 保村 征夫 氏が就任

平成 9 年 2 月 14

1

斜里消防署に全日本消防人共済会より広報車の寄贈（ハイラックスサーフ）

4 月

ウトロ分署長に 高橋 利幸 氏が就任

8

平成 10 年

日 小清水消防団第1分団の人員搬送車を更新配備（動員車）

9 月 30 日 小清水分署に北海道共済農業協同組合連合会より寄贈された救急自動車を更新配備

9 月 25

7 月 22 日 斜里消防団第４分団庁舎全面改修

7

日 斜里消防団秋季消防演習から斜里消防団防災訓練に変更し実施

　 4 月 1 日 小清水分署長に 菅原 末治 氏が就任

月 30 日 清里消防団第2分団が北海道消防操法訓練大会に出場（ポンプ車の部）

ウトロ分署に油圧式救助資機材を購入配備

6 月 1

日 斜里消防団第4分団にサイレン塔を新設

平成 11 年 4 月 1 日 消防本部職員に小清水分署及び清里分署から各1名づつの派遣を受け新体制となる

10 月 15

清里消防団長に 片岡 保弘 氏が就任4 月 1

日

清里分署に救助工作車Ⅱ型を購入配備（清里4号車）　 12 月 28

日 斜里消防団第3分団庁舎全面改修

10 月 28 日 斜里消防団第3分団サイレン塔を新設

10 月 26
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4 月

日

月

日

日

日

12

4 月 1

4 月 1 日

4 月 1

日

小清水消防団の定数を115名から100名に改正

日

7 月

日

日

日

日

日

日

1

1

日

4 月

11 月 27

8 月 23

平成 21 年 3 月 31

日 清里消防団の定数を115名から100名に改正

22

平成 12 年 4 月 1 日 斜里消防署長に 青島 敏 氏が就任

ウトロ分署長に 田畑 伸二 氏が就任

6 月 9 日 斜里消防団まとい購入（1本）

斜里小学校敷地内のサイレン塔を改修しモーターサイレンを設置

9 月 3 日 斜里町と斜里消防団合同の斜里町防災訓練を実施

8 月 31

日 斜里消防団に友好都市の弘前消防団より友好まといの寄贈

ウトロ分署庁舎車庫を増築

平成 13 年 1 月 25 日 ウトロ分署にはしご付消防自動車を購入配備

12 月 20

日 清里消防団秋季消防演習から清里消防団防災訓練に変更し実施

9 月 25 日 清里町基幹的施設改良工事に伴い消火栓4基を新設

9 月 10

斜里消防署の高規格救急自動車を更新配備（水柿号　水柿 氏より購入金額の31,762千円
のうち16,000千円の寄附）し、配備していた高規格救急自動車とウトロ分署の救急自動
車を転換配備して斜里消防署が救急自動車2台体制となった

日11月

日 斜里消防団長に 近藤 正廣 氏が就任

4 月 27 日 斜里消防署に厚真町より譲渡された化学消防ポンプ自動車を配備

4 月 1

6 月 25 日 清里分署緑分遣所の消防職員常駐を廃止し、消防業務施設委託管理人を配置した

斜里町国民健康保健病院指示による救急救命士特定行為運用開始

6 月 28 日

日 ウトロ分署に救急高度化資機材一式を購入配備

平成 14 年

4 月

5 月 23

消防長に 中島 英治 氏が就任日

1 日

斜里消防署の資機材搬送車を更新配備（斜里7号車）

小清水分署の指令車を更新配備

清里分署長に 櫛引 政明 氏が就任

5 月 1 日 小清水消防団長に 菅野 満 氏が就任

平成 15 年 4 月 1

日 斜里消防署の大型水槽車積載の小型動力ポンプを更新（斜里2号車）

4 月

1 日

1

清里分署長に 荻野 美樹 氏が就任

清里分署長に 高橋 俊幸 氏が就任

16 日 小清水分署に消防施設整備資金として 髙嶋  寛 氏より200千円の寄附

平成

6 月 1

17 年 日 小清水分署長に 島 敏範 氏が就任

月

1

8

4 月

1

日

携帯電話１１９番通報受信転送装置を設置

平成 18 年 1 月 20 日 女性消防団員に日本消防協会からAEDトレーナー及び軽可搬ポンプの寄贈

9 月 13

ウトロ分署の指令車を更新配備

平成

8 月 10 斜里消防団第３分団の小型動力ポンプを更新配備

16 年 6 月 14 日

清里分署札弦分遣所の消防職員常駐を廃止し、札弦地区防災予防協議会に札弦分遣所消防
施設消防業務を委託した

4

清里消防団長に 湯浅 猛城 氏が就任

6 月 28 日 小清水分署の救急自動車に自動体外式除細動器を搭載

4 月 1

日 消防長に 金田 清見 氏が就任

4 月 1 日 ウトロ分署長に 高橋 利幸 氏が就任

4 月 1

小清水消防団長に 奥村 寛 氏が就任

平成 19 年 4 月 1 日 小清水分署長に 古川 博 氏が就任

11 月 1

日 清里分署の救急自動車に自動体外式除細動器を搭載

7 月 28 日 斜里消防団第４分団の小型動力ポンプを更新配備

6 月 28

小清水消防団第1分団の小型動力ポンプを更新配備

7 月 19 日 小清水消防団第3分団が北海道消防操法訓練大会に出場（小型ポンプの部　優勝）

5 月 16

日 ウトロ分署長に 江刺 隆夫 氏が就任

4 月 1 日 斜里消防団長に 上野 敏雄 氏が就任

4 月 1

消防長に 旭　仁 氏が就任

4 月 1 日 緊急消防援助隊に消火小隊1隊を登録

4 月 1

日 消防本部・署庁内LAN構築

平成 20 年 3 月 7 日 消防庁長官より斜里消防団に竿頭綬が授与された

7 月 13

小清水分署庁舎を新築

日 斜里消防署長に 江刺 隆夫 氏が就任

日

12 月 24

日 斜里消防団第５分団の小型動力ポンプを更新配備

11 月 28 日 斜里町光陽町34番地3にサイレン塔を新設

9 月 26

斜里町消防後援会解散

清里消防団長に 高橋 泰雄 氏が就任

4 月 1 日 ウトロ分署長に 七條 信之 氏が就任

4 月

日

8 月 23 日 斜里消防団第２分団の小型動力ポンプを更新配備
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29

24

3 月 31 日

6 月 27 日

24 年 日

20

東日本大震災発生（東北地方に甚大な被害をもたらした）

9 月 30

3

3

4 月

月

27

23 日

月

2 17 日

1 日

7 月 1 日

小清水町と小清水消防団合同の小清水町防災訓練を実施

小清水分署長に 山本 新一 氏が就任

ウトロ分署の高規格救急自動車を更新配備（斜里第一漁業協同組合より購入金額の
32,000千円のうち21,000千円の寄附）

小清水消防団の定数を100名から90名に改正

4 月 1 日

日 小清水分署消防職員住宅完成（平屋建 3戸）

小清水分署の水槽付消防ポンプ自動車を更新配備（小清水1号車）

消防庁長官より消防本部に竿頭綬が授与された

消防庁長官より清里消防団に竿頭綬が授与された

月

1 月

日

月

3

日

3 日

15月 日

日

8 月 30 日 小清水消防団秋季消防演習から小清水消防団防災訓練に変更し実施

平成 21 年

清里消防団の定数を100名から90名に改正

4 月 1

22 年 1 清里分署の救急自動車を高規格救急自動車に更新配備

10 月 8 日 清里分署の指令車を更新配備

小清水分署の救急自動車を高規格救急自動車に更新配備（車両本体はJA共済より寄贈）

12

10

月 10 日 清里分署庁舎第2車庫を改築

平成

5 月

5

3 月

月 7 日

25 日 小清水消防団第2分団及び第3分団の小型動力ポンプを更新配備

3 月 3 日 消防庁長官より小清水消防団に竿頭綬が授与された

平成 23 年

9

日

日

月 3

小清水町浜小清水地区のサイレン塔改修整備

4 月 5 日

3 月 25 日 ウトロ分署はしご付消防自動車重整備実施

緊急消防援助隊（北海道第8次派遣隊）として1隊（車両1台 隊員2名）が宮城県石巻市へ
派遣された

8 月 24 日 斜里消防団第1分団の小型動力ポンプを更新配備

10

月 11 日

清里消防団第2分団庁舎新築（旧札弦分遣所）

9 月 30 日 小清水分署消防職員住宅完成（平屋建 3戸）

3 月 30 日 斜里町ウトロ東426番地1にサイレン塔新設

月 29

4 月 1 日 斜里消防署長に 田中 宏 氏が就任

平成

月 31

小清水分署長に 長町 哲夫 氏が就任

4 月 1 日 清里分署長に 二瓶 正規 氏が就任

7 月 19 日 斜里消防団第１分団が北海道消防操法訓練大会に出場（小型ポンプの部　準優勝）

4 月 1 日

斜里消防署の高規格救急自動車を更新配備（車両本体はJA共済より寄贈）

平成 25 年 4 月 1 日 斜里消防団長に 五十嵐 一彦 氏が就任

4 月 1 日 清里消防団長に 森崎 正章 氏が就任

10 月 18 日

小清水消防団第1分団の水槽付消防ポンプ自動車を更新配備（小清水3号車）

4 月 1 日 斜里消防署長に 八幡 盛幸 氏が就任

4 月 1 日 清里分署長に 河合 雄司 氏が就任

平成 26 年 2 月 28 日

ウトロ分署長に 神田 和幸 氏が就任

8 月 25 日 消防本部本部車を更新配備（トヨタカローラワゴン）

平成 27 年 3 月 3 日 小清水分署、清里分署、ウトロ分署の３分署が消防救急デジタル無線仮運用を開始

4 月 1 日

小清水分署に緊急通報受付指令設備を設置

4 月 1 日 消防長に 八幡 盛幸 氏が就任

4 月 1 日 斜里消防署長に 七條 信之 氏が就任

3 月 15 日

小清水分署長に 加藤 省二 氏が就任

4 月 1 日 清里消防団長に 竹端 義弘 氏が就任

5 月 20 日 清里分署長に 野呂田 成人 氏が就任

4 月 1 日

消防本部・署庁舎（事務所棟、車庫棟）の改築工事着工

11 月 17 日 北海道知事より斜里消防団に表彰旗が授与された

平成 28 年 1 月 9 日 危険物安全協会より創立50周年記念事業としてテント3張の寄贈

清里分署からの消防本部職員の派遣が終了

4 月 1 日 消防本部職員１名採用

3

4 月 11 日 斜里地区消防組合消防署が消防救急デジタル無線運用を開始

清里消防団第1分団の小型動力ポンプを更新配備

4 月 11 日

8 月 5 日 斜里消防団第６分団の小型動力ポンプを更新配備

8 月 8 日 清里消防団旗を更新

7 月

8 日 清里分署に油圧式救助資機材を更新配備

平成 29 年 1 月 日 指令台システム整備事業完了

日 斜里消防団旗を更新

消防本部・署庁舎（事務所棟）の改築工事完了

清里分署に緊急通報受付指令設備を設置

-  14  -



4 月 1 日

平成 29 年 3 月 7 日

令和 元 年 5 月 1

日

平成 31 年

31 日

月 1 日

10 月

令和

26 日 清里消防団第３分団の８号車を更新配備

1 日 清里消防団長に 漆原 淳 氏が就任

清里消防団第1分団が北海道消防操法訓練大会に出場（小型ポンプの部）

4 月

月 24

月

消防庁長官より斜里地区消防組合消防本部及び斜里消防団に表彰旗が授与された

4 月

1

4 月

4 月 1 日

1 日

3 年 1

消防本部職員１名採用

8 月

1

1 日

3 月 6 日

4

1

4

日4 月

2 年

4 月 1 日

9

斜里消防署に臨時職員１名採用

4 月 1

日 消防本部に緊急消防援助隊エアーテントを購入配備6 月 26

日

3 月 26 日

11 月 24 日

月 10 日

日

4 月

9 月 30 日

日

3

令和 月

4 月

3 月 23

月4

3 月 22

3 月 10 日

4

4 月 1 日

19 日

令和 6 年 3 月 14 日

10 月

日

5

令和 7 年 2 月 26 日

日

6 月 21 日

4 月 1

日

5 月 1 日

18

年 2 月 17

年

3

10 月

1

月

月 10

消防本部・署庁舎（車庫棟）の改築工事完了、竣工式挙行

4 月 1 日 小清水消防団長に 不破 泰志 氏が就任

小清水分署長に 不破 和巳 氏が就任4

小清水町認定こども園幼年消防クラブ及び小清水町認定こども園女性防火クラブ結成

ウトロ分署庁舎事務所改修工事完了

ウトロ分署に屈折はしご付消防自動車を更新配備（ウトロはしご）

小清水消防団長に 桑迫 孝幸 氏が就任

ウトロ分署長に 古谷 雅寛 氏が就任

斜里消防署に指揮車を更新配備（斜里指揮１）

北海道消防協会長より小清水消防団に竿頭綬が授与された

ウトロ分署長に 髙橋 美和 氏が就任

清里分署に高規格救急自動車を更新配備

小清水分署に再任用職員１名採用

清里分署長に 内野 智也 氏が就任

斜里消防署長に 上見 崇 氏が就任

消防長に 佐藤 慶典 氏が就任

消防庁長官より小清水消防団に表彰旗が授与された

24

再任用職員１名採用、斜里町役場総務部へ派遣

1 日

1 日

知床半島カシュニの滝沖合で、乗員２名、乗客２４名が乗船した遊覧船沈没事故が発生。
北海道広域消防相互応援協定に基づき道東地区６消防本部に対し救急隊の応援を要請、ま
た、北海道に対し消防防災ヘリコプターの出動を要請

23

1

1 日

日

日

日 小清水分署長に 古田 大智 氏が就任

消防庁長官より清里消防団に表彰旗が授与された

小清水分署に高規格救急自動車を更新配備（車両本体はJA共済より寄贈）

小清水消防団の定数を90名から95名に改正

日

1

日

平成 30 年 4 月 1

清里消防団第2分団の小型動力ポンプを更新配備

日14月7

3 月 小清水分署からの消防本部職員の派遣が終了

緊急消防援助隊に消火小隊1隊、救急小隊１隊を増隊登録（登録隊合計３隊、消火小隊２
隊、救急小隊１隊）

日

日 ウトロ分署長に 佐藤 慶典 氏が就任月

デジタル無線・指令システム更新整備

ウトロ分署庁舎非常用発電機更新整備

清里消防団第2分団の6号車を更新配備

斜里消防署に会計年度任用職員１名採用

ウトロ分署に高規格救急自動車を更新配備

斜里消防団長に 長谷川 宏文 氏が就任

ウトロ分署長に 佐藤 栄次 氏が就任

斜里消防署長に 佐藤 慶典 氏が就任

消防長に 今野 克美 氏が就任

5

7

日 清里分署長に 岡崎 亨 氏が就任

日

月 1

斜里消防署に消防装備購入資金として中田 本子 氏、株式会社中田建機より１，０００千円
の寄附

斜里消防団第1分団に救助用資機材搭載型消防ポンプ自動車を配備（総務省消防庁無償貸付
車両）

日 デジタル無線・指令システム更新整備２期目12 月

斜里消防署に水槽付消防ポンプ自動車（CD-Ⅱ型）を更新配備（斜里タンク２）

4 月 1

ウトロ分署に大型水槽車（９，８００L）を配備（斜里水槽１）令和

4 月

月

4

令和

日

日

日

20
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第1部の下町及び第2部の上町が共に部長1名、小頭2名、消防手25名、組頭以下95名となる

6 月 12 日

年 7 月

明治 40 年 5 月

組合設立以前の沿革

12 月

大正

大正 7 年 4 月 1

大正 6 年 6

明治 44 年

日

月

12 月

大正 13 年

大正 12 年

10 月 1 日

大正 11 年 6 月

庁令により第1部部長1名、小頭2名、消防手定員40名、第2部部長1名、小頭2名、消防
手定員35名となる

8 月

無火災の功績により、第1部及び第2部が道庁長官から功績状を下附され表彰される

5 月 1 日

14 年 3 月 1 日 第10代組頭に 斉藤 萬吉 氏が就任

第13代組頭に 藤井 音吉 氏が就任

昭和 3 年 4 月

斜里市街火災により建物5棟9戸が全焼した

消防組が2部制から3部制となる

第16代組頭に 野々宮 新吉 氏が就任

14

1

日

昭和 7 年 6

昭和 4 年 3 月

斜里町始まって以来の大火にみまわれ48棟61戸を焼失し213千円の損害となった

ガソリンポンプ1台を第3部に購入配備

23

森田式ガソリンポンプ1台を第2部に購入配備

昭和

月

森田式水槽付消防ポンプ自動車1台を第1分団に購入配備（購入費 2,750千円）

27

斜里警防団から斜里町消防団に改称

7 月 27 日

8

8 月

4

1 日 第12代組頭に 野々宮 新吉 氏が就任

　

森田式普通消防ポンプ自動車1台を購入配備

消防委員会が発足し、町議会議員3名、消防団長、消防後援会長、学識経験者2名の7名で
構成され、斜里町の消防行政に貢献した（昭和48年3月の消防組合発足に伴い解散）

4 月

8 月 1

31

29 日 第2代消防団長に 芳賀 金三 氏が就任

昭和 26 年 6

第2代消防長に 中村 次吉 氏が就任27

中斜里地区に貯水槽が落成し放水試験の帰途中に川上西1線排水路に消防自動車が転落し
五味 基 氏(33歳)が死亡し、3名が重傷、9名が軽傷を負った

消防本部が設置され、初代消防長に 山中 高公 氏が就任

日

日

月 27 日

5 月

日

日

昭和

昭和

4

日

昭和

6

昭和 28 年 5 月 7 日

5

30

1 月 31 日

27 日

23 年 4 月 1 日

月 18

1

4 月

10 年

日

1 日

8 年

昭和

年

4

月

昭和 9

月 23

昭和 11

11 月 1

24 年

月

5 月 1

日

日

月

昭和 29 年 5 月

7

9

日

27 日

月

昭和 22 年 7 月

日 第3代警防団長に 山中 高公 氏が就任

昭和 21 年 6 月

月 1

第7代組頭に 吉川 寛 氏が就任

日 第14代組頭に 松原 憲治 氏が就任

消防組が2部制となる

第6代組頭に 岡島 末二郎 氏が就任

第5代組頭に 山田 忠太郎 氏が就任

第4代組頭に 元木 善蔵 氏が就任

手動式ポンプ購入（150円）

森田式ガソリンポンプ1台を第１部に購入配備

第8代組頭に 新居 茂平 氏が就任

第2代及び第3代組頭に 堺谷 定次郞 氏が就任

公設斜里消防組が設立　初代組頭に 平田 嘉吉 氏が就任

1 日

【斜里町】

明治 43

消防組庁舎が新築された

日

第11代組頭に 吉川 寛 氏が就任

大正 15 年

4 月

大正

優良消防組として、第１部及び第２部が北海道警察部長より金馬簾一条の使用が認許された

斜里町消防団第3分団が以久科地区に発足

斜里町消防団第4分団が三井地区に発足

月

年

年

21

第15代組頭に 吉野 清吉 氏が就任

第4代消防団長に 水柿 雄四郎 氏が就任

斜里市街火災により建物9棟8世帯が焼失

斜里町消防団第6分団がウトロ地区に発足

第3代消防団長に 中村 次吉 氏が就任

第2代警防団長に 小林 直喜 氏が就任

日 初代警防団長に 野々宮 新吉 氏が就任

ガソリンポンプ1台購入配備

1 日

10 月

日

15 日

第9代組頭に 吉野 由太郎 氏が就任

森田式ガソリンポンプ1台を第2部に購入配備

1 月

斜里警防団中斜里分団が発足

6 月 21

月

20 日 森田式普通ポンプ自動車1台を購入配備（購入費 530千円）

6 月

年

昭和

18 年 12

3輪消防ポンプ自動車が寄贈された（勤労号）

初代消防団長に 山中 高公 氏が就任

警防団令が施行され警防団に改称され2分団制となる　（第1分団　4部16班  179名
第2分団　8班　82名）

11 月 1
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第5代消防団長に 中村 次吉 氏が就任

日

日

日

12

日

9 月 14 日

8

15

第3分団に小型動力ポンプを購入配備

第1分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備し「町民号」と命名（購入費 3,263千円）

日

日

年 1

日

月 4

9

月

月

9昭和

月 8

日

日

30

11

月

日

昭和

日

4 月 1 日

11

月 12

昭和

5

12 月

5 月 10

10 月 31

40 年 4

昭和

11 月 27

斜里町消防団第1分団出初め式において、消防団員の 菱川 義男 氏(34歳)が登梯中に転落し死亡年 1 月 4 日

昭和 46 年 4 月 1

1 月 31 日

年

9 月 30

昭和

昭和 48 年

9

47

日

月

9 日

42 年

12 月 23 日

昭和

月 1 日

8 月

月 27 日

昭和

昭和 45

月 10

月 4

6 月 3 日

月

10 月 10 日

38 年 7

昭和 44

11

15

911

年

日5 月

月 日

12

昭和 35 年 9 月 15 日

月

月

37 年 7 月 25 日

日

13

日10 月 3

日

昭和 39 日

年

31

23 日

24

日

昭和

月

10 月

11 月

31 年 5

4 月

33

昭和

斜里消防団が団本部と6分団制を施行（定員 140名）

5 月 25 日

23

年 11 月 15 日

1 月 1

43 年

日

日

6

1

日

月 29 日

9 月 9

5 月 29

日

日11

斜里消防団第5分団が峰浜地区に発足

斜里町消防団を斜里消防団に改称（定員 125名）

第2分団に小型動力ポンプを購入配備

第5分団に小型動力ポンプを購入配備

第1分団に網走信用金庫から普通消防ポンプ自動車1台が寄贈され配備し「信用金庫号」と命名

第6分団に消防ポンプ自動車を購入配備（トヨタ ランドクルーザー　購入費 1,900千円）

消防署に指令車を購入配備（購入費 400千円）

第３代消防署長に 村上 健吾 氏が就任

第２代消防署長に 和田 新二 氏が就任

第４代消防長に 斎藤 太郎 氏が就任

北海道知事より斜里消防団に竿頭綬が授与された

日本赤十字社より救急自動車の配車を受け救急業務を任意で開始

初代消防署長に 斎藤 太郎 氏が就任

第4分団消防庁舎が落成

斜里消防組織規定を制定

政令により斜里町消防署を設置

第4分団に小型動力ポンプを購入配備

初代宇登呂分遣所長に 橋本 昭夫 氏が就任

宇登呂分遣所を設置

消防署配備の水槽付消防ポンプ自動車を第6分団に配備（配置転換）

消防署に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備

4 月 1

5

斜里消防団規則を制定（定員140名）

第3代消防長に 村田 幸四郎 氏が就任

第6分団に小型動力ポンプを購入配備

斜里町消防本部規則を制定

消防用無線機を購入（基地局1　移動局1）

消防独身寮を新築（木造モルタル2階建　194㎡　建築費 2,570千円）

消防本部庁舎を新築（鉄筋コンクリートブロック造2階建　497.46㎡　建築費 6,800千円）

22 日 第6代消防団長に 斎藤 太郎 氏が就任

26 日

第４分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備

斜里消防団に団本部を設置

第１分団に消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 2,700千円）

宇登呂分遣所に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（ウトロ号）

第３分団消防庁舎が落成

第３分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備

消防署に日本赤十字社から救急自動車の配備を受け更新配備

第2分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備

第4代消防署長に 阿部 年男 氏が就任

第6分団消防庁舎が落成
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6月30日に発生した上札鶴金沢木工場の火災に小清水消防組と札鶴消防組が出動し、組員
一同がその職責を全うし功績顕著と認められ小清水消防組には感謝状、札鶴消防組には金
馬簾第1條の使用認許状が北海道庁長官より授与された

日

1 日

日

小清水消防組 横道組頭外39名の寄附により小清水消防器具置場を建設（現4区網走信用金
庫小清水支店西側　木造柾葺2階建1棟　145.2㎡　建設費1.1千円）

札鶴消防組初代組頭に 田渕 市太郎 氏が就任

月

斜里村のうち止別、蒼瑁の2ヶ村を分離して小清水町と称し、2級町村制を施行

日 小清水消防組第5代組頭に 横道 彦吉 氏が就任

25

小清水消防組第3代組頭に 白田 菊太郎 氏が就任

日 小清水消防組第2代組頭に 安達 政次郎 氏が就任

7 月

月 1

日

日

月 1

日

日

5

日

昭和 20 年 10 月

昭和

昭和 16 年 10 月

7 月

副団長の 中島 喜左衛門 氏が退任

22 年 8 月 28 日

旧海軍航空基地より撒水車の払下げを受け、ポンプ自動車に改造して第1分団に配備

昭和 21 年 3 月 31 日

29 日 小清水市街2区で24棟22世帯が全焼した火災が発生（損害額 120千円）

昭和 18 年 4 月 1 日 上斜里村（現 清里町）分村により、副団長 山口 三次郎 氏が退任し第3分団が第2分団、第
4分団が第3分団となる

4 月 1 日

21 日 村立小清水尋常小学校南側保育教室より出火し、校舎が全焼

9 月 18 日

12 月

4 月 初代団長に 横道 彦吉 氏　初代副団長に 中島 喜左衛門 氏及び 山口 三次郎 氏がそれぞれ就任

7 月

9 月 8

警防団令(告示第338号)が施行され、斜里警察署管轄により小清水村一円を統括する小清
水村警防団となる
各分団の管轄区域は、第1分団が小清水市街地区、第2分団が札鶴地区（現 清里町札弦）、
第3分団が新津軽地区（現 小清水町止別）、第4分団が蒼瑁地区（現 小清水町浜小清
水）、第5分団が上札鶴地区（現 清里町緑）

昭和

9 月 1 日 札鶴消防組第4代組頭に 山口 三次郎 氏が就任

小清水消防組 横道組頭外34名の寄附による手引きガソリンポンプ1台を小清水消防組に配
備（購入費 1.75千円）

14 年

7 月 15 日 消防番屋に火の見櫓を建設

15 日 日新小学校校舎の払い下げを受け、止別消防組に火の見櫓を建設（南3号8線）

7 月 15 日

日 皆既日食警備出動（小清水小学校 校庭）

15

古樋消防組が 石沢 清七 氏より自費購入による腕用ポンプ1台の寄贈を受ける

小清水消防組にガソリンポンプを購入配備（購入資金の一部として組員が2千円を村へ寄附）7 月 日

6 月 19

月 15 日 小清水消防組に森田式フォードポンプ車を購入配備（購入費 5.5千円）

昭和 11 年

昭和

7 月

6

10 年 5 月 24 日

28 小清水消防組火の見櫓を建設（現3区小清水中央公民館付近　建設費 585円）

小清水消防組より腕用ポンプ1台を配備

5 月 10 日 小清水消防組旗を購入

日

8 年

4 月 1 日

日

月 14

札鶴消防組第3代組頭に 藤井 清基 氏が就任7

9 月 7

組員による浄財で小清水消防番屋を建設（現3区 小清水中央公民館付近　建設費 １.2千円）23

7 月 1

古樋火防組合設立 北海道庁長官認可 初代組合長に 石沢 清七 氏が就任

7 月 1 日 止別火防組合設立 北海道庁長官認可 初代組合長に 渡辺 幸次 氏が就任

私設古樋消防組を消防手20名で組織、初代組頭に 石沢 清七 氏が就任

昭和

昭和 7 年 3 月 1 日

昭和 9 年 4

私設札鶴消防組が公設札鶴消防組に昇格

年 4 月 11

日 札鶴消防組第2代組頭に 田高田 安吉 氏が就任

3 月 25 日 山崎 清吾 氏より、ガソリンポンプ1台の寄贈を受ける

7 月 9 日 札鶴市街が大火に見舞われ11棟11世帯を焼失する

昭和 6 年 3 月 31

5 月 27

昭和 2 年

日 私設札鶴消防組を組織し、消防手28名、機械置場を設置し腕用ポンプ1台を配備

12 月 6 日 午前10時15分 村立小清水尋常高等小学校（現9区 南浄水場前）小使室より出火、同校舎
1棟を焼失し午後1時に鎮火

昭和 5 年 5 月 27

4 月 30 日 小清水7区で8棟6世帯が全焼

昭和 3

大正 8 年

大正 15 年 2 月 12 日 小清水消防組第4代組頭に 斉藤 梅吉 氏が就任

10 日 小清水消防組が優良消防組として、北海道庁警察部長より金馬簾第1条の使用を認許

大正 12 年 9 月 26 日

大正 11 年 6 月

4 月 1 日

大正 10

【小清水町】

年 4 月 12

日 小清水消防組初代組頭に 佐藤 福三郎 氏が就任

大正

私設小清水組を組織し、消防手 35名、腕用ポンプ1台(380円)を配備

9 年 5 月

5 月 10

5 月 10 日

日 私設小清水消防組から公設小清水消防組に昇格

第5分団にガソリンポンプ車を購入配備（購入費 2千円）

消防法の制定により小清水村警防団を解散し、小清水村消防団を組織する（定員 128名）

札鶴消防組に小清水消防組より20馬力ガソリンポンプ1台が配備され、機械置場の増築を
し組織のの充実を図る

私設止別消防組を消防手24名で組織、初代組頭に 渡辺 幸次 氏が就任

札鶴消防組 山口組頭外28名の寄附により札鶴消防組器具置場を建設（木造柾葺平屋建1棟
35.4㎡　建設費 200円）
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11 月 12 日 北海道知事より竿頭綬が授与された

日 消防職員1名増員し6名となる

昭和 43 年 8 月 1 日 常備部員1名増員し5名となる

昭和 45 年 7 月 1

斜網澱粉工場株式会社より消防施設整備資金として、100千円の寄附を受ける

11 月 15 日 第1分団にタンク車を購入配備（森田式　購入費 4,000千円）

9 月

第3分団にタンク車を購入配備（購入費 3,000千円のうち、上田産業株式会社より500千
円、株式会社中島商店より250千円、小清水林産工業協同組合より250千円、小清水農業
協同組合より250千円、小清水町開拓農業協同組合より250千円の総額1,500千円の寄附
を受ける）

10 月 12

日 任意消防本部を設置し庶務、予防の2編成となり職員5名により任意の救急業務を開始

4 月 1 日 初代消防長に 山内 晴雄 氏が就任

昭和 44 年 4 月 1

第2分団にタンク車を購入配備（森田式　購入費 2,500千円）

39 年 12 月 21 日 第1分団にポンプ車を購入配備（森田式　購入費 2,450千円）し、第1分団に配備してい
たポンプ車を第3分団に配置転換

日 消防団常備部を設置（部員4名）

昭和

11 月 29 日

昭和 41 年 4 月 1

日 第1分団にポンプ車を購入配備（森田式　購入費 2,450千円）

41 年 2 月 15 日

10

第5代団長に 中島 喜悦 氏が就任

11 月 22 日 第3分団車庫を新築（1階補強コンクリートブロック造2階木造モルタル塗　延面積
129.22㎡　建築費 1,120千円）

日 第3分団に可搬動力ポンプを購入配備

昭和

5 月 13 日

昭和 40 年 6 月 10

日 常勤団員を1名増員し4名となる

5 月 3 日 優良少年消防クラブとして、止別少年消防クラブが全国テレビ放映される

月 23 日 小清水5区の農協車庫が半焼し焼死者1名

昭和 38 年 4 月 1

日 第3分団に可搬動力ポンプを配備

36 年 10 月 1 日 横道 彦吉 氏の寄贈による消防庁舎を新築（1階補強コンクリートブロック造2階木造モル
タル　延面積 326.23㎡　建築費 3,471,878円）

日

10 月 5

日 望楼建設（鉄筋造4脚　地上15ｍ）

10 月 5 日 第2分団に可搬動力ポンプを配備

8 月 4

昭和

10 月

小清水4区の飲食店（バー）の内部が半焼し焼死者2名

昭和 37 年 7 月 8 日 第1分団に網走信用金庫よりタンク車の寄贈を受け配備（信用金庫号）

11 月 21

第2分団車庫を新築（1階補強コンクリートブロック造2階木造モルタル塗　延面積
127.26㎡　建築費 720千円）

昭和 34 年 5 月

1 日 常勤団員を1名増員し3名となる

12 月 10 日

昭和

第2分団に可搬動力ポンプを配備

７ 月 24 日 小清水4区で23棟14世帯が全焼（応援車両 網走2台、斜里2台、清里2台、札弦2台　損
害額 5,000万円）

1 日 常勤団員を1名増員し2名となる

31 年 11 月 10 日 小清水市街火防組合長 小笠原 健夫 氏より常勤職員住宅の寄附を受ける（現7区　木造柾葺
平屋建1棟　50.41㎡ ）

9 月 27 日 第4代団長に 関根 禎作 氏が就任

昭和 30 年

日 字名改正により古樋から浜小清水となる

昭和 27 年 6

4 月

昭和 28 年

日 第2分団に可搬動力ポンプを配備

5 月 14 日 第1分団に森田式ニッサンタンク車を購入配備（購入費 2,500千円のうちタンク車購入期
成会(会長 横道 彦吉 氏)より、1,000千円の寄附を受ける）

昭和 29 年 5 月 6

1 月 3 日 小清水5区で7棟4世帯が全半焼し焼死者1名

10 月 1 日 町制施行により小清水村消防団から小清水町消防団に改称　機構は、消防長 藤原 教、団長
竹村 菊治、副団長 佐藤 福正、第1便団長 中島 喜悦、第2分団長 柴田 義輝、第3分団長
石田 一男であり、分団には庶務班、機械班、消火班、警戒班、救護班がそれぞれ設置さ
れ、装備については、ポンプ自動車2台、手挽ポンプ3台、腕用ポンプ2台、貯水槽3基、
貯水井16ヶ所となった

月 21 日 第3代団長に 竹村 菊治 氏が就任

7 月 1

第1分団下町車庫を建設（現2区役場車庫北側　木造柾葺平屋建　46.28㎡  建設費 230千円）8 月 28 日

第3分団消防番屋を建設（木造柾葺2階建1棟　95.87㎡　建設費 300千円）

11 月

昭和 26 年 2 月 8 日 第3分団に可搬動力ポンプ及び動力サイレンを設置

日 常勤団員1名採用（池上 喜平）

6 月 1 日 第2分団にフォードガソリン手引き消防ポンプ(T4気筒)を購入配備（購入費 3千円）

昭和 23 年 6 月 1

第2分団の火の見櫓を建設（木造1塔  工事費 100千円）

10 月

日 消防委員会が設置され、初代委員長に 小野 吉右エ門 氏が就任し、委員長外5名の委員で構
成された

８ 月 28

日 第2代団長に 高谷 金作 氏が就任

昭和 22 年 8 月 28 日 初代団長に 横道 彦吉 氏　初代副団長に 高谷 金作 氏及び 渡勘 四郎 氏がそれぞれ就任

昭和 24 年 5 月 31

-  19  -



46 年 12 月 1 日 職員待機宿舎を新築（3棟6戸　補強コンクリートブロック造　延面積 327.16㎡　建築費
9,800千円）

日

昭和

第2分団に可搬動力ポンプを購入配備昭和 47 年 4 月 19

団旗購入（購入費 100千円のうち元団長 関根夫人より50千円の寄附）

12 月 12 日 日本赤十字社より救急自動車の配車を受ける（ⅠB型）

昭和 45 年 12 月 7 日
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昭和 14 年 4 月 1

11 月

日

昭和

上斜里消防組が警防団と改称し斜里警防組第2分団となる（分団長 辻 稔 氏）

9 月 8

　 上斜里消防組第6代組頭に 木下 忠平 氏が就任

11 年 5 月 10 日 札鶴消防組に小清水消防組よりガソリンポンプ1台の寄贈を受け機械置場を増改築し組織の
充実を図った

昭和 10

7

年 2 月

日 札鶴消防組 山口組頭外28名の寄附により札鶴消防組器具置場を建設（木造柾葺平屋建1棟
35.4㎡　建設費 200円）

　

4 月 1 日 第4代消防団長に 篠田 鐘一 氏が就任

日 第3分団に消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 1,980千円）昭和 34 年 10 月 24

日 上斜里村消防団に団本部を設置

昭和 34 年 3 月 20

日 上斜里村消防団を清里町消防団に改称（定員 155名）

月 1 日 消防職員を1名増員（2名）

8

　 消防本部に消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 2,500千円）

1

日 第2分団に消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 1,480千円）

1 日 第2分団に手引き動力ポンプを購入配備（購入費 600千円）

4

日 消防本部に全村からの寄附により、消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 1,900千円）
し、消防本部に配備していたガソリンポンプを第3分団に配置転換

昭和 27 年

　

8 月

昭和 29 年

月 1 日 第3代消防団長に 村尾 光雄 氏が就任

10

　

月 1

12 月 30

昭和 31 年 5

月 1

昭和 30 年

4 月

25 年 4

8 月

11 月

月

第3分団（緑地区）に機械置場及び消防会館を設置（109㎡　建築費 230千円）

昭和 26 年 10 月 　 第2分団（札鶴地区）の機械置場を増改築（工事費 130千円）

日 第2代消防団長に 魚谷 林二 氏が就任

9 月 　 消防本部庁舎を新築（178㎡　建築費 610千円）

昭和

　

　 消防本部に消防ポンプを購入配備（350千円）

消防職員を1名採用

9 月 　 札鶴消防会館を地元住民の寄附により新築

昭和 24 年 4 月

日 消防法の制定により警防団を解散し、上斜里村消防団を組織する

4 月 22 日

9 月

消防本部に火の見櫓を建設

第5分団(上札鶴)にガソリンポンプ車を購入配備（購入費 2千円）

昭和 18 年 7 月 1 日

上斜里村消防団 初代団長に 辻 稔 氏が就任

4 月

9 月 　 団旗を購入し入魂式を執行

2 月

22

上斜里分村により札鶴、上札鶴を合併し上斜里警防団となり、初代警防団長 辻 稔 氏、第1
分団長 魚谷 林二 氏、第2分団長 渡辺 武 氏、第3分団長 国安 秀雄 氏 が就任

　

昭和 17 年

8 月

4 月 1 日 上札鶴地区に小清水警防団第5分団が発足（分団長 大石 兼記 氏）

4 月 1 日 札鶴消防組が警防団と改称し小清水警防団第2分団となる（分団長 渡辺 武 氏）

　 上札鶴地区に地元住民の寄附と警防団員の労力奉仕により機材置場を建設

昭和 16 年 10 月

　 第5分団(上札鶴)に地元住民の寄附によるガソリンポンプを購入配備（購入費 6,576円）

上斜里消防組にガソリンポンプ1台を購入配備（購入費 2千円）

7 月 1 日

日 6月30日に発生した上札鶴金沢木工場の火災に上斜里消防組が出動し、組員一同がその職
責を全うし功績顕著と認められ上斜里消防組には金馬簾第1條の使用が認許された

昭和 9 年 6 月

9 月

10 日

札鶴市街が大火に見舞われ11戸を焼失

8 月

公設札鶴消防組が設立され、初代組頭に 藤井 清基 氏が就任

昭和 8 年 7 月 上斜里市街地が大火に見舞われ28棟25戸が焼失

上斜里消防組に機械置場と消防会館を新築（132㎡　建築費 1.6千円）

昭和 7 年 6 月

7 月 9 日

私設札鶴消防組が設立され、初代組頭に 田渕 市太郎 氏が就任

昭和 5 年 5 月

上斜里消防組第4代組頭に 山田 一 氏が就任

10 月

上斜里消防組第5代組頭に 高島 石太郎 氏が就任

昭和 4 年 6 月 第2代組頭に 関山 松二郎 氏が就任

昭和 6 年 4 月 1

日 札鶴消防組に機械置場を設置し、腕用ポンプを購入配備

月 20

第3代組頭に 湯浅 理三 氏が就任

昭和 3 年 4 月 10 日 公設上斜里消防組が設立され、初代組頭に 飯沼 弥八 氏が就任

大正 15 年 12

上斜里消防組第3代組頭に 川村 幸助 氏が就任

5 月 27

優良消防組として、北海道警察部長より金馬簾一条の使用が許可された

5 月 27 日

明治の末期開拓者の入村を散見、漸次沼地に商家が建設され、連担戸数40戸に達し、小市
街の形態を備えた
私設消防組が設立され、初代組頭に 杉本 豊喜 氏が就任
斜里消防組より腕用ポンプ1台及び付属品、野坂 良吉 氏(網走市)より消防梯子1脚を寄
贈、定員42名で発足

日 札鶴消防組第2代組頭に 田高田 安吉 氏が就任

日 20馬力ガソリンポンプを購入配備（420円）

【清里町】
大正 12 年 8 月

5

月

大正 14 年 10 月 第2代組頭に 村尾 次二 氏が就任
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昭和 47 年 8 月 10 日 第6代消防団長に 大西 章 氏が就任

月 18

日 第3分団の消防庁舎及び職員宿舎を新築（129.6㎡　建設費 5,020千円）

9 月 3 日 水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 4,900千円）

9 月 3

日 消防本部に職員住宅を新築（205㎡　建設費 9,000千円）

12 月 1 日 消防職員1名増員（6名）

11 月 20

日 北海道知事より竿頭綬が授与された

11 月 20 日 第2分団の消防庁舎及び職員宿舎を新築（129.6㎡　建設費 5,020千円）

11

日 第2分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 4,600千円）

11 月 1 日 消防職員1名増員（7名）

昭和 46 年 10 月 18

昭和 45 年 12 月 1 日 日本赤十字社より救急自動車(ⅠB型)の配車を受け救急業務を開始

年 4 月 10 日 第2分団に可搬式小型動力ポンプを購入配備（購入費 380千円）

昭和 42 年 11 月 1

月 1 日 第5代消防団長に 矢島 正太郎 氏が就任

10 月 20 日 第3分団に可搬式小型動力ポンプを購入配備（購入費 350千円）

昭和 40 年 4

日 消防本部に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 3,500千円）

昭和 43

消防職員を1名増員（3名）

日 消防職員を2名増員（5名）

10

年 8

月 1 日

4 月 1 日 消防職員1名を第2分団に配属

昭和 38 年 4 月 1

消防職員1名を第3分団に配属

昭和 37 年 5 月 1

昭和 36

日

月 12 日 消防本部に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 2,850千円）
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年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

令和 元 5 10 令和 5 5 9 〃

※　平成１９年３月３１日　収入役の廃止

29 8 24

19 3 31 〃

7 7 10 〃

55 4 14

〃

斜 里 町 副 町 長

〃

〃

清 里 町 長

〃30

〃

市 村 勝 平成 7 10 2 平成

長谷川 齊 昭和 58 7 11 平成

松 葉 勇 昭和 55 4 26 昭和

〃

収 入 役

氏 名 就 任 期 間 備 考

58 7 10 〃

〃

51 3 31 斜 里 町 収 入 役

竹 内 博 昭和 51 4 15 昭和

浜 田 誠 昭和 48 3 17 昭和

芝 尾 賢 司 令和 5 6 23 現 在

19 4 30

川 副 秀 樹 平成 19 7 1 平成

阿 部 義 則 平成 23 8 1 平成 31 4

北 雅 裕

皆 川 忠 義 平成 3 5 9 平成

23 4 30

7 5 8

関 根 郁 雄 平成 7 10 2 平成

横 山 保 雄 昭和 62 7 11 平成

58 7 9

松 葉 勇 昭和 58 7 11 昭和

3 4 30

古 谷 一 夫 令和 5 5 1 現 在 〃

62 7 10 〃

〃

50 2 24 斜 里 町 助 役

高 橋 春 雄 昭和 50 7 10 昭和

村 田 幸四郎 昭和 48 3 17 昭和

〃

橋 場 博 平成 7 5 1 平成 23 4 30

大 橋 道 生 昭和 50 5 1 平成 7 4 30

〃

17 8 24 〃

久 保 弘 志 平成 29 8 25 現 在

5 8 25 平成

〃

河 合 淳 平成

林 直 樹 平成 17 8 25 〃平成

中 村 彌 一 昭和 48 3 17 昭和 50 4 30

就 任 期 間 備 考

23 4 30 〃

山 内 浩 彰 令和

村 田 均 平成

馬 場 隆 平成 5 4 30 〃

歴 代 役 職 者 名 簿

管 理 者 令和７年7月1日現在

氏 名 就 任 期 間 備 考

〃

副 管 理 者

54 4 30 斜 里 町 長

船 津 英 雄 昭和 54 5 1 昭和

藤 谷 豊 昭和 48 3 17

60 7 15 〃

高 島 温 厚 昭和 60 8 26 平成 5 8 24 〃

北 岡 秋 一 昭和 58 5 1 昭和

昭和

62 4 30 〃

5 5 1 現 在

19 4 30 〃

19 5 1 平成

5 1 平成

23 5 1 令和

午 来 昌 昭和 62

50 4 30 小 清 水 町 長

山 内 晴 雄 昭和 50 5 1 昭和

重 成 彰 昭和 48 3 17 昭和

58 4 30 〃

氏 名

櫛 引 政 明 平成 23 5 1 令和 5 4 30
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年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

〃小 林 鋼 一 平成 25 5 15 令和 3 5 14

中 島 正 喜 平成 17 9 27 〃平成 26 12 25

7 8 小 清 水 町 議 会 議 長平成 27 4 30

議 会 議 長 令和７年7月1日現在

氏 名 就 任 期 間 備 考

赤 木 寅 一 昭和 48 3 24 昭和 50 4 30 斜 里 町 議 会 議 長

〃

〃

宮 内 武 昭和 50 6 29 昭和 62 4 30

永 田 次 男 昭和 62 7 22 平成 3 4 30

〃

畠 山 良 三 平成 7 7 11 平成 15 4 30 〃

寺 谷 喜 八 平成 3 7 11 平成 7 4 30

木 村 耕一郎 平成 19 3 1 平成 31 4 30

〃

須 田 修 一 郎 令和 5 6 6 現 在 〃

議 会 副 議 長

金 盛 典 夫 令和 元 5 27 令和 5 4 30

氏 名 就 任 期 間 備 考

高 橋 隆 志 昭和 48 3 24 昭和 49 12 30 小 清 水 町 議 会 議 長

〃

原 田 治 市 昭和 50 6 29 昭和 58 4 30 清 里 町 議 会 議 長

岩 船 康 典 昭和 50 3 29 昭和 50 4 30

〃

工 藤 実 昭和 62 7 22 平成 3 4 30 小 清 水 町 議 会 議 長

高 橋 泰 治 昭和 58 6 24 昭和 62 4 30

15 4 30

清 里 町 議 会 議 長

國 定 榮 司 平成 7 7 11 平成 11 4 30 小 清 水 町 議 会 議 長

高 橋 泰 治 平成 3 7 11 平成 7 4 30

氏 名 就 任 期 間 備 考

平成 23 4 30 清 里 町 議 会 議 長

前 中 康 男 令和 5 6 6

村 尾 富 造 平成 19 6 15

現 在 清 里 町 議 会 議 長

坂 田 秀 昭 平成 23

6 5 8 斜 里 町 監 査 委 員

元 木 光 治 平成 6 5 31 平成

長谷川 悦 治 昭和 48 3 24 平成

10 5 30 〃

〃

金 澤 克 平成 15 6 6 平成 25 3 31 〃

鹿 俣 悍 規 平成 10 6 2 平成 15 3 31

宮 山 貢 令和 3 5 15 現 在 〃

加 藤 久 雄 昭和 48 3 24 昭和 50 6 23 小 清 水 町 監 査 委 員

5 7 12

〃

北 岡 秋 一 昭和 53 3 23 昭和 58 4 5 〃

嵯峨井 理 作 昭和 50 6 29 昭和 53 1 3

〃

重 成 一 男 平成 27 2 26 現 在 〃

〃

大 出 進 平成 5 12 27 平成 17 9 2

織 田 一 昭和 58 6 24 平成

50 3 13 清 里 町 監 査 委 員

此 島 治 昭和 50 3 29 昭和

渡 辺 昇 昭和 48 3 24 昭和

51 6 23 〃

〃

太 田 英 夫 昭和 59 6 30 昭和 63 2 20 〃

田 中 光 男 昭和 51 7 31 平成 59 6 3

平成 8 3 31 〃

藤 川 清 昭和 63 3 25 平成 7 3 31

監査委員（識見）

松 木 憲 昭 平成 8 4 1 平成

〃

20 3 31 〃

篠 田 恵 介 平成 20 5 8 現 在

〃

清 水 貞 雄 平成 7 4 1

〃

田 中 誠 平成 27 5 21 平成 31 4 30 清 里 町 議 会 議 長

村 田 均 平成 15 6 6 平成 19 1 30

清 里 町 議 会 議 長

竹 内 鐐 来 平成 15

〃

坂 田 秀 昭 令和 元 5 27 令和 5 4 30 小 清 水 町 議 会 議 長

6 6 平成 19 4 30 小 清 水 町 議 会 議 員

牧 野 民 夫 平成 11 6 1 平成
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年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

〃

佐 藤 慶 典 平成 31 4 1 令和 3 3 31 〃

今 野 克 美 平成 31 4 1 令和 3 3 31

25 昭和

27 昭和

〃

八 幡 盛 幸 平成 26 4 1 平成 27 3 31 〃

氏 名 就 任 期 間 備 考

和 田 新 二 昭和 40 12 23 昭和

齊 藤 太 郎 昭和 40 5

〃平成 29 3 31

七 條 信 之 平成 27 4 1 〃平成 31 3 31

上 見 崇 令和 3 4 1 現 在 〃

小清水分署長

齊 藤 太 郎 昭和 48 3 17 昭和

消 防 長 令和７年7月1日現在

氏 名 就 任 期 間 備 考

59 6 30 斜 里 地 区 消 防 組 合

62 7 10 〃（消防長事務取扱）

畔 木 計 佳 昭和 62 7 11 平成 3 3 31 斜 里 地 区 消 防 組 合

松 葉 勇 昭和 59 7 1 昭和

〃

矢久保 塞 平成 7 10 16 平成 14 3 31 〃

藤 井 孝 平成 3 4 1 平成 7 10 15

〃

金 田 清 見 平成 18 4 1 平成

〃

署 長

中 島 英 治 平成 14 4 1 平成 18 3 31

八 幡 盛 幸 平成 27 4 1

20 3 31 〃

佐 藤 慶 典 令和 3 4 1 現 在

〃平成 31 3 31

旭 仁 平成 20 4 1 平成 27 3 31

45 1 7

40 12 22 斜 里 町 消 防 本 部

42 6 26 〃

〃

阿 部 年 男
昭和 45 1 8 昭和 48 3 16 斜 里 町 消 防 本 部

昭和 48 3 17 昭和 58 6 30 斜 里 地 区 消 防 組 合

村 上 健 吾 昭和 42 6

斜 里 地 区 消 防 組 合

湯 浅 明 平成 3 4 1 平成 4 3 31 〃

畔 木 計 佳 平成 58 7 1 平成 3 3 31

〃

橋 本 昭 夫 平成 8 4 1 平成 9 3 31 〃

大 藤 實 平成 4 4 1 平成 8 3 31

〃

青 島 敏 平成 12 4 1 平成 21 3 31 〃

保 村 征 夫 平成 9 4 1 平成 12 3 31

〃

田 中 宏 平成 24 4 1 平成 26 3 31 〃

江 刺 隆 夫 平成 21 4 1 平成 24 3 31

氏 名 就 任 期 間 備 考

雪 下 勇 昭和 48 3 17 昭和 52 3 31 斜 里 地 区 消 防 組 合

〃

和 田 良 典 昭和 58 8 1 平成 元 10 15 〃

鬼 塚 日出男 昭和 52 4 1 昭和 58 7 31

〃

坂 本 貞 雄 平成 5 10 12 平成 10 3 31 〃

根 本 貢 平成 元 10 16 平成 5 10 11

22 3 31

〃

島 敏 範 平成 17 4 1 平成 19 3 31 〃

菅 原 末 治 平成 10 4 1 平成 17 3 31

〃

24 3 31 〃

不 破 和 巳 平成 29 4 1

長 町 哲 夫 平成 24 4 1 〃平成 27 3 31

加 藤 省 二 平成 27 4 1

古 川 博 平成 19 4 1 平成

山 本 新 一 平成 22 4 1 平成

古 田 大 智 令和 4 4 1 現 在 〃

令和 4 3 31 〃
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年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

〃髙 橋 美 和 令和 5 4 1 令和 6 3 31

〃岡 崎 亨 平成 30 4 1 令和 3 3 31

〃神 田 和 幸 平成 26 4 1 平成 29 4 30

野呂田 成 人 平成 27 5 20 〃平成 30 3 31

31 3 31

26 4 1 〃平成 27 5 19

61 3 31 斜 里 地 区 消 防 組 合

3 5 31 〃

〃

〃

〃

〃

〃

高 木 幹 男 昭和 48 3 17 昭和

54 7 97 昭和 〃

清 水 貞 雄 昭和 54 7 10 昭和

清 里 分 署 長 令和７年7月1日現在

氏 名 就 任 期 間 備 考

50 7 6 斜 里 地 区 消 防 組 合

60 3 31 〃

長 尾 清 昭和 50 7

〃

河 合 健 宏 昭和 63 7 11 平成 3 7 9 〃

服 部 利 道 昭和 60 4 1 昭和 63 7 10

〃

林 順 一 平成 5 2 26 平成 7 3 31 〃

阿 部 誠 平成 3 7 10 平成 5 2 25

〃

櫛 引 政 明 平成 15 4 1 平成 15 5 31 〃

樫 村 信 一 平成 7 5 12 平成 15 3 31

〃

高 橋 俊 幸 平成 17 4 1 平成 24 3 31 〃

荻 野 美 樹 平成 15 6 1 平成 17 3 31

氏 名 就 任 期 間 備 考

26 3 31 〃

内 野 智 也 令和 3 4 1 現 在

二 瓶 正 規 平成 24 4 1 平成

〃

ウトロ分署長

河 合 雄 司 平成

橋 本 昭 夫 昭和 61 4 1 平成

湯 浅 明 昭和 57 6 1 昭和

保 村 征 夫 平成 7 6 1 平成 9 3 31

長 尾 勲 平成 3 6 1 平成 7 5 31

田 畑 伸 二 平成 12 4 1 平成 18 3 31

高 橋 利 幸 平成 9 4 1 平成 12 3 31

〃

高 橋 利 幸 平成 18 4 1 平成 19 3 31

江 刺 隆 夫 平成 19 4 1 平成 21 3 31

七 條 信 之 平成 21 4 1 平成

〃

26 3 31 〃

古 谷 雅 寛 令和 6 4 1 現 在

佐 藤 慶 典 平成 29 5 1 〃平成

〃佐 藤 栄 次 平成 31 4 1 令和 5 3 31

-  26  -



年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

氏 名 就 任 期 間 備 考

25 4 19 上 斜 里 村 消 防 団

森 崎 正 章 平成 25 4 1 〃平成 27 3 31

4 20 昭和

3 31 清 里 町 消 防 団

25

〃竹 端 義 弘 平成 27 4 1 令和 3 3 31

1 平成 25 3 31 〃

消 防 団 長 （清里町）

氏 名 就 任 期 間 備 考

31 3 31 〃

長谷川　宏　文 平成 31 4 1 現 在

24 5

清 里 町 消 防 団

〃

清 里 町 消 防 団

斜里地区消防組合清里消防団

〃

〃

21 3 31

〃

〃

辻 稔 昭和 22 4

山 中 高 公 昭和 22 7 27

竹 村 菊 治
昭和 27 6 21

中 島 喜 悦
昭和

関 根 禎 作 昭和

昭和

桑 迫 孝 幸 令和 6 4 1

昭和

消 防 団 長 （斜里町） 令和７年7月1日現在

氏 名 就 任 期 間 備 考

24 5 28 斜 里 町 消 防 団

27 1 30 〃

中 村 次 吉 昭和 27 1 31 昭和 28 8 26 〃

芳 賀 金 三 昭和 24 5 29 昭和

〃

中 村 次 吉 昭和 30 9 24 昭和 31 5 21 〃

水 柿 雄四郎 昭和 28 8 27 昭和 30 9 23

〃

高 桑 華夷治 昭和 48 3 17 昭和 59 3 31 斜里地区消防組合斜里消防団

齊 藤 太 郎 昭和 31 5 22 昭和 48 3 16

〃

佐 野 幾之介 平成 4 4 1 平成 8 9 30 〃

青 木 栄 昭和 59 4 1 平成 4 3 31

〃

佐 藤 力 蔵 平成 11 6 1 平成 13 3 31 〃

小 泉 勝 也 平成 8 10 1 平成 11 5 31

〃

五十嵐 一 彦 平成 25 4 1 平成

〃

消 防 団 長 （小清水町）

近 藤 正 廣 平成 13 4 1 平成 19 3 31

上 野 敏 雄 平成 19 4

30 小 清 水 村 消 防 団

高 谷 金 作 昭和 24 5 31 昭和

横 道 彦 吉 昭和 22 8 28 昭和

27 6 20 〃

小 清 水 村 消 防 団

昭和 28 10 1 昭和 29 9 26 小 清 水 町 消 防 団

昭和 28 9 30

小 清 水 町 消 防 団

48 3 17 昭和 63 7 11 斜里地区消防組合小清水消防団

38 5 13 昭和 48 3 16

29 9

小 清 水 町 消 防 団

27 昭和 38 5 12

〃

菅 野 満 平成 15 5 1 平成 18 10

髙 嶋 寛 昭和 63 7 12 平成 15 4 30

31 〃

現 在 〃

奥 村 寛 平成 18 11 1 〃平成 29 3 31

不 破 泰 志 平成 29 4 1 令和 6 3 31 〃

30 昭和

魚 谷 林 二 昭和 30 3 31 〃

村 尾 光 雄
昭和 30 4 1 昭和 30 7 31 上 斜 里 村 消 防 団

昭和 30 8 1 昭和 34

矢 島 正太郎 昭和 40 4 1 昭和 47 8 9

篠 田 鐘 一 昭和 34 4 1 昭和 40 3 31

大 西 章
昭和 47 8 10 昭和 48 3 16

昭和 48 3 17 昭和 49 2 11

山 下 良 蔵 昭和 54 4 1 平成 元 3 31

太 田 良 雄 昭和 49 2 12 昭和 54 3 31

片 岡 保 弘 平成 11 4 1 平成 18 3 31

古 屋 信 一 平成 元 4 1 平成 11 3 31

漆 原 淳 令和 3 4 1 現 在 〃

〃

髙 橋 泰 雄 平成 21 4 1 平成 25 3 31 〃

湯 浅 猛 城 平成 18 4 1 平成

一
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3 年 11 月 3 日

13 年 10 月 15 日

18 年 11 月 3 日

3 年 1 月 13 日

17 年 4 月 29 日

17 年 11 月 3 日

18 年 4 月 29 日

19 年 4 月 29 日

19 年 4 月 29 日

19 年 11 月 3 日

20 年 4 月 29 日

3 年 11 月 3 日

元 年 11 月 3 日

5 年 10 月 13 日

8 年 4 月 29 日

9 年 4 月 29 日

10 年 11 月 3 日

16 年 11 月 3 日

18 年 4 月 29 日

21 年 11 月 3 日

24 年 11 月 3 日

25 年 11 月 3 日

26 年 11 月 3 日

27 年 11 月 3 日

28 年 11 月 3 日

29 年 11 月 3 日

6 年 11 月 3 日

58 年 4 日 29 日

60 年 4 月 29 日

4 年 11 月 3 日

6 年 4 月 29 日

24 年 4 月 29 日

25 年 4 月 29 日

26 年 4 月 29 日

27 年 11 月 3 日

5 年 4 月 29 日

7 年 4 月 29 日

48 年 11 月 3 日

61 年 4 月 29 日

元 年 4 月 29 日

7 年 1 月 9 日

12 年 4 月 29 日

24 年 11 月 3 日

29 年 4 月 29 日

元 年 5 月 21 日

平成 齊 藤 太 郎 従 五 位 元 斜 里 地 区 消 防 組 合 消 防 長

令和 畔 木 計 佳 正 七 位 元 斜 里 地 区 消 防 組 合 消 防 長

瑞 宝 単 光 章平成

平成 畔 木 計 佳 瑞 宝 双 光 章 元 斜 里 地 区 消 防 組 合 消 防 長

平成

元斜里地区消防組合消防署長

消 防 署
受 章 年 月 日 氏 名

元斜里地区消防組合消防署次長長 尾 勲 瑞 宝 単 光 章

北 村 喜 義

平成

令和

平成 保 村 征 夫 瑞 宝 単 光 章 元斜里地区消防組合消防署長

元 斜 里 消 防 団 分 団 長

令和 奥 村 寛 瑞 宝 双 光 章 元 小 清 水 消 防 団 団 長

平成 曽 根 明 瑞 宝 単 光 章 元 斜 里 消 防 団 分 団 長

平成

元 清 里 消 防 団 分 団 長

元 斜 里 消 防 団 団 長

元 小 清 水 消 防 団 副 団 長

令和

元斜里地区消防組合消防署長

勲 章 ･ 褒 章 の 種 類 備 考

平成

平成

備 考

中 島 喜 悦 勲 五 等 雙 光 旭 日 章

平成

元 小 清 水 消 防 団 団 長

髙 嶋 寛

元 小 清 水 消 防 団 分 団 長

瑞 宝 双 光 章 元 小 清 水 消 防 団 団 長

昭和

平成 森 茂

元 斜 里 消 防 団 副 団 長

瑞 宝 単 光 章

元 斜 里 消 防 団 分 団 長

元斜里地区消防組合消防司令補

元斜里地区消防組合消防司令

勲 五 等 雙 光 旭 日 章

元 清 里 消 防 団 団 長

元 斜 里 消 防 団 団 長

勲 章 ･ 褒 章 の 種 類

勲 六 等 瑞 宝 章

瑞 宝 単 光 章

元 清 里 消 防 団 団 長

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

元 清 里 消 防 団 団 長

元 清 里 消 防 団 団 長

元 斜 里 消 防 団 団 長

元 斜 里 消 防 団 団 長

勲 五 等 瑞 宝 章

元 斜 里 消 防 団 分 団 長瑞 宝 単 光 章

備 考

藍 綬 褒 章 元 小 清 水 消 防 団 団 長

元 斜 里 消 防 団 分 団 長

元 清 里 消 防 団 団 長

勲 七 等 青 色 桐 葉 章

平成 湯 浅 猛 城

昭和

平成

昭和

橋 本 昭 夫

氏 名

元斜里地区消防組合消防司令補

斜 里 消 防 団

元 小 清 水 消 防 団 副 団 長

元 小 清 水 消 防 団 団 長

元 小 清 水 消 防 団 副 団 長

元 斜 里 消 防 団 副 団 長

元 斜 里 消 防 団 団 長

元 斜 里 消 防 団 分 団 長

青 木 栄

平成 高 桑 華 夷 治

浮 須 睦 昭

平成

大 藤 實

山 田 隆 博 瑞 宝 単 光 章

備 考

平成

平成 小 針 重 治 瑞 宝 単 光 章

氏 名

樫 村 信 一

森 崎 正 章 瑞 宝 単 光 章

佐 藤 力 蔵

石 川 邦 男 瑞 宝 双 光 章

瑞 宝 単 光 章惣 田 清 美

平成 近 藤 正 廣 瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

受 章 年 月 日 氏 名 勲 章 ･ 褒 章 の 種 類

勲 六 等 単 光 旭 日 章

瑞 宝 双 光 章

藍 綬 褒 章

平成

平成 山 下 良 蔵 勲 五 等 瑞 宝 章 元 清 里 消 防 団 団 長

勲 七 等 青 色 桐 葉 章

叙 位 ・ 叙 勲 ・ 褒 章 者 名 簿

平成 齊 藤 太 郎 勲 四 等 瑞 宝 章 元 斜 里 地 区 消 防 組 合 消 防 長

令和７年7月1日現在消 防 本 部

元斜里地区消防組合消防司令

元 斜 里 消 防 団 団 長平成 佐 野 幾 之 介 勲 五 等 瑞 宝 章

受 章 年 月 日 氏 名 位階・勲章･褒章の種類 備 考

元 斜 里 消 防 団 団 長

元 小 清 水 消 防 団 副 団 長

太 田 清

平成 片 岡 保 弘

瑞 宝 単 光 章

樽 見 清

令和

勲 章 ･ 褒 章 の 種 類

瑞 宝 単 光 章

佐 藤 賢 二

受 章 年 月 日

牧 包 松 勲 六 等 瑞 宝 章

平成 午 来 肇

瑞 宝 単 光 章

勲 六 等 瑞 宝 章

平成

平成

平成

古 屋 信 一 勲 五 等 瑞 宝 章

清 里 消 防 団

瑞 宝 双 光 章

昭和 中 島 喜 悦

平成 正 保 由 三 元 清 里 消 防 団 部 長

魚 谷 林 二 勲 六 等 瑞 宝 章

平成

平成

小 野 博 幸

小 林 政 憲

平成 上 野 敏 雄 瑞 宝 単 光 章

令和

奥 村 寛

平成 前 橋 三 郎

五 十 嵐 一 彦 瑞 宝 双 光 章

平成

受 章 年 月 日

小 清 水 消 防 団

平成 小 野 博 幸 藍 綬 褒 章
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組 合 現 況



〃 ７年 5,425 5,128 5,260 10,388

〈　斜　里　町　勢　〉

①　位置及び面積

面　　積
位　　　　　　　置 広　　ぼ　　う

海岸線
東　　　経 北　　　緯 東　西 南　北

至

③　人口・世帯数の推移 ３月３１日（住民登録）

737.13 ｋ㎡ ５２．９㎞ ７２．７㎞
　４３°４４′

組　　合　　現　　況
総　　計

面 積 世 帯 数 人 口

1,426.78 ｋ㎡ 9,132 世　帯 18,286 人

令和７年４月１日現在

　４４°２１′

自
１００㎞

②　地　　勢

自

１４５°２２′至

　斜里町は、南東に千島火山帯をもって根室、目梨郡に境し、南は川上６号を経て斜里岳に至り清

里町に、西はトーツル沼西側７線を以て小清水町に隣し、北は海岸線１００㎞に及び弓状三角形を

なしている。

   山々よりオホーツク海に注ぐ河川は、斜里川をはじめ３０条余に及びその流域は地味肥沃であ

り、農業に適している。漁業は古く（安永４年）から、サケ、マスを主流としての進展がめざまし

く、また、知床国立公園は平成17年7月17日に世界自然遺産となり脚光をあびている。

１４４°３３′

区分
世　帯　数

人　　　　　　　　　　　　口

年別 男 女 計

昭　和 ４０年 4,014 9,367 8,648 18,015

平　成 １０年 5,263 6,901 7,782 14,683

〃 ５０年 5,641 7,605 8,114 15,719

〃 ６０年 5,004 7,679 7,956 15,635

〃 ２０年 5,516 6,358 6,628 12,986

〃 ５年 5,438 5,321 5,481

〃 ３０年 5,588

〃 5,555 5,666 5,849

〃 ４年 5,389 5,384

11,515

10,802

5,791 11,442

10,8935,509

〃 ６年 5,433 5,214 5,377 10,591

〃 ３年 5,488 5,507 5,675 11,182

令和 ２年 5,599

３１年

11,6725,752 5,920

5,651

-  2９  -



4,307

〃 ３年 2,063 2,204 2,444 4,648

〃 ７年 2,032 2,056 2,251

2,384

〃 ６年 2,033 2,095 2,283 4,378

〃 ３０年

4,544

〃 ５年 2,026 2,126

〃 ４年 2,031 2,160

〃 ３１年 2,108 2,308 2,536 4,844

2,328 4,454

令和

2,136 2,355 2,587

２年 2,065 2,257 2,475 4,732

4,942

4,222

人　　　　　　　　　　　　口

年別 男

11,068

女 計

昭　和 ４０年 2,320 5,531

8,299

　４３°５７′
286.89 ｋ㎡

自 １４４°２０′ 自 　４３°４０′

〃 ５０年 2,192 4,077

〈　小　清　水　町　勢　〉

①　位置及び面積

面　　積
位　　　　　　　置 広　　ぼ　　う

１８．３㎞ ３０．４㎞

5,537

②　地　　勢

　小清水町は、南界を北見山地が形成する南部山岳地帯から北部はオホーツク海に面して低下し、

東西に起伏した丘陵に沿って止別川・浦士別川が流れており、東西にやや波状形をなしている。

　南部山岳地帯は国有林の深山であり平地は、いずれも農耕地に適しており、てん菜（ビート）、

馬鈴薯、人参等の農作物と牧畜・酪農もまた非常に盛んであり、また、網走国定公園内のオホーツ

ク海に面し小清水原生花園がある。

③　人口・世帯数の推移 ３月３１日（住民登録）

区分
世　帯　数

海岸線
東　　　経 北　　　緯 東　西 南　北

１５．８㎞
至 １４５°３３′ 至

〃 ６０年 2,214 3,648 3,897

2,125

7,545

5,630

6,495平　成 １０年 3,115 3,380

2,662 2,9682,168〃 ２０年

-  ３０  -



〃 ５年 1,735

〃 ３年 1,756 1,927 1,996 3,923

〃 ４年 1,738 1,896 1,948 3,844

3,591

〃

〃 2,438２０年

7,571

昭　和 ４０年 2,126 5,501

3,854

5,402

1,875 4,752

2,021 3,977

1,862 3,677６年 1,694 1,815

1,818７年 〃 1,675 1,773

〈　清　里　町　勢　〉

①　位置及び面積

面　　積
位　　　　　　　置 広　　ぼ　　う

人　　　　　　　　　　　　口

②　地　　勢

至 　４３°５３′

海岸線
東　　　経 北　　　緯 東　西 南　北

402.76 ｋ㎡
自

３月３１日（住民登録）

　土地は概ね斜里川及びウエンベツ川流域が平坦で沃野が拓け、東部斜里岳及び江鳶山麓並びにウ

エンベツ川、西部は高台で地味は肥沃でありいずれも農耕に適し、てん菜（ビート）・馬鈴薯・麦

類等が耕作されている。南部は札弦地区から緑地区と山峡帯状にのびており、畑作とともに酪農も

盛んである。

区分

１４４°２９′ 自 　４３°３６′
２１.０㎞ ３２．０㎞ ０㎞

至 １４４°４４′

女 計

　清里町はオホーツク総合振興局管内の南東に位置し、東は斜里岳頂上よりサマツケヌプリ山、標

津岳頂上を経て分水嶺を南進摩周湖に達し、根室振興局管内標津郡中標津町と北６号を基点とし

て、１５線３０号より分水嶺を南進摩周湖に達し、小清水町と南は釧路総合振興局管内川上郡弟子

屈町に隣接している。

③　人口・世帯数の推移

男
世　帯　数

年別

2,062 2,096 4,158〃 ３０年 1,791

〃

10,9615,460

〃 ５０年 2,075 3,717

１０年平　成 2,7821,908 2,620

〃 ６０年 1,945 3,164 3,313 6,477

2,314

３１年 1,764 2,016 2,043 4,059

1,920 3,784

令和 ２年 1,759 1,956

1,864

-  3１  -



区域

平 成 6 年 11 月
小清水消防団 木造サイディング張り

車　庫：鉄骨造

2階建

事務所：鉄筋コンクリート造 事務所：平成２８年 ４月

車　庫：平成２９年 ３月

昭 和 48 年 11 月

第 ５ 分 団 字峰浜41-3 ( 平 成 8 年 8 月 改 築 )

69.64 ㎡
斜里町

第 ３ 分 団 字以久科24-2 ( 平 成 11 年 10 月 改 築 )

鉄骨造　平屋建

1,128.67 ㎡
鉄筋コンクリート造

２階建

小 清 水 分 署

昭 和 56 年 12 月

ウトロ香川2
( 平 成 12 年 12 月 増 築 )
( 令 和 ７ 年 ３ 月 改 修 )

693.46
２階建

㎡
斜里町ウ ト ロ 分 署

斜 里 消 防 団
第 ６ 分 団

コンクリート
　　　ブロック造

令和７年7月1日現在

斜 里 消 防 団
第 １ 分 団

斜里町

本町14-3

斜 里 消 防 団

㎡72.87
斜里町

建 築 年

消 防 本 部
消 防 署

名 称

昭 和 47 年 9 月
鉄骨造　平屋建

430.59

175.68 ㎡
小清水消防団 小清水町

第 2 分 団 字止別79ｰ1

112.50 ㎡

鉄筋コンクリート造

平屋建

一部鉄骨造
平屋建

132.84 ㎡

129.60 ㎡ 昭 和 47 年 9 月
清 里 消 防 団 コンクリートブロック造

第 ３ 分 団 ２階建

清 里 消 防 団

小清水消防団

平 成 24 年 3 月

木造サイディング張り
一部鉄骨造

㎡ 昭 和 48 年 12 月

平 成 4 年 10 月

第 2 分 団

鉄骨造

平屋建

平屋建

清 里 消 防 団

小清水町
字浜小清水
58-3

第 １ 分 団

消 防 庁 舎 等 一 覧 表

平 成 4 年 3 月
字中斜里38-17

斜 里 消 防 団

構 造

1,818.33

建 物 面 積

㎡

平 成 20 年 12 月

所 在 地

69.64 ㎡
斜 里 消 防 団 斜里町 昭 和 46 年 11 月

第 4 分 団 字三井182-6 ( 平 成 10 年 7 月 改 築 )

鉄骨造　平屋建 69.64 ㎡
斜 里 消 防 団 斜里町

木造　平屋建

小

清

水

町

清

里

町

清里町

羽衣町13

清里町

札弦町26

第 2 分 団

清里町緑町7

清 里 分 署

第 ３ 分 団

第 １ 分 団

斜

里

町

元町1丁目
38番1号

小清水町

-  3２  -



基 準 基 準 外 ４０㎡以上 ４０㎡未満 井 戸 等

市 街 地 123 2 11 1

ウ ト ロ 24 2 1

中 斜 里 7 3

以 久 科 2

三 井 1

峰 浜 1

そ の 他 の 地 域

元 町 2 17 7

南 町 16 1 11 2

止 別 2 3 5 1

浜 小 清 水 1 4 3 1

そ の 他 の 地 域 1

羽 衣 町 等 42 16 3

札 弦 町 8 2 12 2

緑 町 7 7

そ の 他 の 地 域

5

消 火 栓

13 4

21

57 2

※　「井戸等」は、井戸、プール、２０㎡未満の防火水槽をいう。

26 4

清

里

町

小 計

小

清

水

町

小 計

35 5

消 防 水 利 現 況

合 計 232 33

令和７年7月1日現在

区　分

26

74 13 2

防 火 水 槽

2

地域別

斜

里

町

小 計 154

3 3

3

-  3３  -



　車　　両 令和７年7月1日現在
消 防 用 機 械 現 況

２デフ・トーハツ小型ポンプ積載

ト ヨ タ

ト ヨ タ

ト ヨ タ

ト ヨ タ

イ ス ズ

２デフ・照明装置

日 野

ト ヨ タ

ト ヨ タ

４輪駆動・シバウラポンプ積載

４輪駆動・シバウラポンプ積載

４輪駆動

４輪駆動・シバウラポンプ積載

４輪駆動

４輪駆動・指揮隊資器材積載

４輪駆動（ＪＡ共済連）

４輪駆動（斜里第一漁協）

２デフ・照明装置

４輪駆動・リモコンサーチライト

４輪駆動・シバウラポンプ積載

２－４D（前２－後４駆動）

救助資機材搭載

区　　分
所属及び車名

シ ャ シ

メ ー カ ー

消 防 本 部

救助資機材（損保）

救助資機材搭載、CAFS装置

４輪駆動

４輪駆動（日消）

備 考
型 式

ポ ン プ

級 別

タ ン ク

容 量 （ ㍑ ）

7,000

年 式
経 過
年 数

消 防 自 動 車
の 種 類

乗 車
人 員

三 菱

三 菱

三 菱

A-1 ㍑
バランスタービン

1998 26

㍑
バランスタービン

2025 0

2,000タ ン ク 車 7
日 機 ポ ン プ ２ 段

日 野

三 菱

は し ご 車

35 タ ン ク 車 7
森 田 ポ ン プ ２ 段

A-2

ト ヨ タ

イ ス ズ

2020 5 救 急 車 7

2004 21 指 令 車 8ト ヨ タ

1993 31 積 載 車 10

1991 33 積 載 車 10

1990 34 積 載 車 10

1992 32 積 載 車 10

斜

里

斜里２０１

斜里２０２

斜里２０３

斜里２０４

斜里２０５

ウトロ指揮

斜里救急２

第 ３ 分 団

第 ４ 分 団

第 ５ 分 団

ウ ト ロ タ ン ク １

ウトロはしご

ウトロタンク２

ウトロ分署

第 ６ 分 団
ウトロタンク３

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

消 防 署

斜里水槽１

斜里救急3

斜 里 ﾀ ﾝ ｸ １

斜 里 ﾀ ﾝ ｸ ２

2023 2 ポ ン プ 車 6
森 田 ポ ン プ ２ 段

三 菱

ト ヨ タ

日 野 A-2
ME－5

27 指 揮 広 報 車 5

A-2 7,000 ㍑
バランスタービン

1,200

1993 31 動 員 車 29

㍑
C A F D S 装置

2002 23 資 機 材運 搬車 3

2012 12 救 急 車 7

斜里搬送１

斜里救急１

5

1990 34 タ ン ク 車 7
森 田 ポ ン プ ２ 段

2010 15 救 急 車 7

2024 1 指 揮 車

屈折はしご付
(箱型断面３連１節・２５ｍ級)

1990

斜里支援１

斜里広報１

2014 10 普 通 乗 用連 絡 車

斜里指揮１ 5

2021 4 ポ ン プ 車 6
モ リ タ M Z I

A-2

1998

2022 3 水 槽 車 日 野 2 9,800 ㍑ セルプラポンプ2台装備

㍑
バランスタービン

1996 29 タ ン ク 車 7
森 田 ポ ン プ ２ 段

A-2 6,000日 野

6

-
3

４
-



２デフ・泡自動混合・照明装置

救助資機材・梯子自動昇降装置

４ 号 車 1999 25 積 載 車

7

7

ニッサン

ト ヨ タ

モ リ タ MZ-1

㍑ニッサン
モ リ タ MF-5

A-2

１ Q 01005

ニッサンタ ン ク 車

6

清

里

９ 号 車 1984 39 積 載 車

指 令 車 2009 15 指 令 車

救 急 車 2023 2 救 急 車清 里 分 署

第 １ 分 団

３ 号 車 1993 31

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

小清水分署

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

5 B-2 ４輪駆動・シバウラポンプ積載ト ヨ タ

モ リ タ MZ-1
A-2 800 ㍑ 4輪駆動・CAFS装置・大型照明装置

Ｒ３ 13245Ｆ

Ｒ 3 915646 Ｆ

4輪駆動・CAFS装置・大型照明装置
１ N 03106

A-2

3,000１ 号 車 1983 41 タ ン ク 車

シバウラポンプ積載B-210

800

４輪駆動・照明装置・救助資機材
シバウラポンプ積載

２ 号 車 1996 29 タ ン ク 車 ニッサン 7
日 本 機 械

A-2 3,000

㍑

８ 号 車 2021 3 タ ン ク 車 日 野

７ 号 車 1986 38 積 載 車 三 菱

６ 号 車 2020 4 タ ン ク 車

イ ス ズ 7

日 野 6

２デフ
J1 967264

7

㍑ 照明装置・２連梯子自動昇降装置
J1 936433

日 本 機 械
A-2 6,500 ㍑

B 02092
7

㍑

４輪駆動

４輪駆動・電動ストレッチャー

3 号 車

７ 号 車 1991 33 タ ン ク 車 三 菱

モ リタ ME ｰ 7A ｰ
A-1 2,000

日 本 機 械
6 A-2 2,000

動 員 車 1997 27 動 員 車 ト ヨ タ

2014 11 タ ン ク 車 日 野 6
日 本 機 械

（損保）
H 0 5 3 0 8

６ 号 車 1988 36 タ ン ク 車 イ ス ズ 7

29

㍑

A-2 3,000

2,500 ㍑

㍑
２デフ・泡自動混合・照明装置

梯子自動昇降装置

２ 号 車 1995 29 タ ン ク 車 三 菱 7
日 本 機 械

A-2

ト ヨ タ 6

Ｒ３ 957141Ｆ

B-2 9,700 ㍑ ２デフ・シバウラポンプ搭載５ 号 車 1985 39 水 槽 車 三 菱 3

４輪駆動（JA共済連）

資 機 材 車 1992 32 資 機 材 車

ト ヨ タ 7

１ 号 車 2011 14 タ ン ク 車 日 野 6
日 本 機 械

A-2 6,000 ㍑
Ｒ 3 10016 Ｆ

小

清

水

救 急 車 2019 5 救 急 車

タ ン ク
備 考

所属及び車名 メ ー カ ー 型 式 級 別 容 量 （ ㍑ ）

救助資機材・電動式ウィンチ

照明装置・２連梯子自動昇降装置

8 ４輪駆動・電動式ウインチ指 令 車 2002 22

区　　分
年 式

経 過
年 数

消 防 自 動 車
の 種 類

シ ャ シ 乗 車
人 員

ポ ン プ

ト ヨ タ指 令 車

-
3

５
-



44
片 吸 込 高 圧 １ 段 タ ー ビ ン

B-2 1.32
（ イ ン デ ュ ー サ 付 ）

第 1 分 団

〃

〃

斜

里

所属及び分団

第 3 分 団 〃 1999 25 54

第 2 分 団 〃 2017 7

56

小清水分署

第 1 分 団

第 5 分 団

第 6 分 団

第 2 分 団

第 3 分 団

小

清

水

第 4 分 団

清

里

シ バ ウ ラ 2016 9

2010 15 62

〃〃 2007 18 62 〃

第 2 分 団 〃 2010 15 62

９号車（積載車）に搭載片 吸 込 高 圧 １ 段 タ ー ビ ン 1.42 ㎥/分

７号車（積載車）に搭載〃 1.32 ㎥/分

分団車庫に常置〃 　　〃 ㎥/分

㎥/分 ４号車（積載車）に搭載

〃

〃

44

第 3 分 団 〃

分団車庫に常置〃 　　〃 ㎥/分

５号車に搭載1.12 ㎥/分シ バ ウ ラ 1998 27 54
片 吸 込 高 圧 １ 段 タ ー ビ ン

（ イ ン デ ュ ー サ 付 ）
B-2

資機材車に搭載1.29 ㎥/分

〃 ウトロタンク３に搭載片吸込１段タービンポンプ 1.00 ㎥/分ト ー ハ ツ 2016 8 22

分団積載車に搭載〃 　　〃 ㎥/分〃 2008 16

〃 分団積載車に搭載〃 　　〃 ㎥/分〃 2006 18 〃

〃 〃

車庫に常置

機 種

〃 分団積載車に搭載〃 　　〃 ㎥/分〃 2005 19

〃 分団積載車に搭載
片 吸 込 高 圧 １ 段 タ ー ビ ン

（ イ ン デ ュ ー サ 付 ）
1.34 ㎥/分

〃

備 考
級 別 放水量㍑／分型 式

シ バ ウ ラ 2007 17

ポ ン プ
出 力 P ｓ

1.29 ㎥/分

年 式
経 過
年 数

　小型動力ポンプ

区　　分

令和７年7月1日現在

第 1 分 団 ト ー ハ ツ 2011 13 46 片 吸 込 １ 段 タ ー ビ ン B-2

-
3

６
-



7．

繰 越 金

諸 収 入

国 庫 支 出 金

４．

１．

２．

１

２

１

１

１

１

１

６．

２

歳 入 合 計

金　　額

組 合 債

財産売払収入 0

％

191,042

消 防 費 消 防 費

21,209

17,884

154,263 18,985

58,078

6,391

4.50

457

消 防
合 計

人 世帯

比　率

12,002,000

137,411

人
１人に対し

170,823

735,03124,802,000

409,945

１人に対し

103,458

円

52,100 斜里　52,100

335

1,103

世帯

項

6,600,000 17,337

904

区分

町名

５．

使用料及び手数料

財 産 収 入３．

分担金及び負担金

総 計

清 里 町

小清 水町

斜 里 町

款

58,956

１ 人 当 り

斜 里 町

小清 水町

清 里 町

平 均

6,200,000

126,396

区分

町名

財産運用収入

負 担 金

本 部 費

消 防

16,616

清里　466

令和７年度　一般会計歳入歳出予算（当初）

本部　1　斜里　1　小清水　1

本部　3　斜里　3　小清水　1　清里　1

組合預金利子

歳　　入

１人に対し １人に対し
世帯 人

組 合 債 １

2,683

888,081

手 数 料 100

繰 越 金 600

１世帯当り
円

構成町予算内訳

人口・世帯に対する割合

説 明

65 32

雑 入 8

国 庫 支 出 金 466

540,581

211 98

令和7年4月1日現在

令和7年4月1日現在

（単位：千円）

消 防 予 算

3.80

１台に対し １台に対し

2.89

施 設 費

5,969

12,817

予 算

消 防 職 員 消 防 団 員 ポ ン プ 車

44,356 94,016 119

52,038 99,646 247 129

51,783 106,686 237 115

1,731

718

町 一 般 会 計
予 算 額

消 防 予 算

253

（単位：千円）

944,041

斜里　486,8６6　小清水　189,968　清里　211,247

斜里　1,611　小清水　1,072

3

548

89 46

48 23 861 406

57 26

常 備 非 常 備

211,714 3.41

943,337

-  3７  -



．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

備　　考

令和７年度主要事業（当初予算）

・消防庁舎２階会議室エアコン設置工事事業

・人事給与システム「翔給」導入事業

・出動車両運用端末更新事業

・防火服更新事業

・消火栓更新工事事業

・高規格救急車更新事業

・救命ボート購入事業

61,698

予 備 費

26

24

補償補填及び賠償金

計

歳 出 合 計

21

20,018

16

17

公 課 費

積 立 金

22

18

償還金利子及び割引料

公 有 財 産 購 入 費

80

3,457

643 5,147 2,626 8,647

8,82816,764

5 741 19,893 122 281

47 2,641 14 51,006 5,282

11,239

20 240

8,847 1,5781,189

259,869

88,875

5 233

6,784

項　

　節
議会費

公平委

員会費

消 防

本部費

44,432報 酬

公債費
監 査

予備費
常 備

消防費

294 1371

（単位：千円）

消 防

施設費

非常備

21,123

196,657

消防費委員費

264

2

3

10

職 員 手 当

需 用 費

報 償 費7

交 際 費

給 料

共 済 費

8 旅 費

9

4

66412

負担金補助及び交付金

備 品 購 入 費

工 事 請 負 費

11 役 務 費

原 材 料 費

13

14

15

委 託 料

使 用 料 及 び 賃 借 料

1

1,643

2,387 20,662 1,724 52,499

63 11,899 30 8

64,917 61,698 100

100

3325 2,577

歳　　出

944,041 千円

斜

里

町

小

清

水

町

清

里

町

・消防水利設備維持管理事業

・消防団防災資機材整備事業

409 75,719 30 159 682,465 58,544

-  38  -



火 災 概 況

　当組合の、令和６年中の火災発生件数は７件（令和５年中は、１４件）で、建物の焼損

面積は599平方メートル、損害額8,922千円と、前年に比較すると件数は７件減、焼損

面積では305平方メートルの増、損害額で920千円の減となっております。



斜 里 1 1 1 1 2 6

小 清 水 1 2 1 1 1 6

清 里 2 1 1 4

ウ ト ロ 1 1 2

計 1 1 3 1 1 3 2 1 3 1 1 18

斜 里 1 1 1 1 4

小 清 水 1 1

清 里 1 1 2

ウ ト ロ

計 1 1 1 1 1 1 1 7

斜 里 1 1 1 1 1 2 7

小 清 水 1 2 1 1 1 6

清 里 1 1 1 1 1 5

ウ ト ロ 1 1

計 2 1 4 2 1 2 1 1 1 3 1 19

斜 里 2 3 2 1 2 10

小 清 水 1 1 1 3

清 里 1 1 2

ウ ト ロ

計 2 1 5 2 2 2 1 15

斜 里 1 1 1 2 1 1 1 8

小 清 水 1 1 1 3

清 里 1 1 2

ウ ト ロ 1 1

計 2 1 2 2 1 1 1 1 3 14

斜 里 1 1 3 1 2 1 1 10

小 清 水 1 2 2 1 1 1 8

清 里 2 2

ウ ト ロ

計 1 3 3 4 1 1 4 1 1 1 20

斜 里 1 1 1 3 1 1 1 9

小 清 水 1 1 1 1 4

清 里 2 1 1 1 1 6

ウ ト ロ 1 1

計 2 2 4 1 2 1 3 2 2 1 20

斜 里 1 2 1 1 1 6

小 清 水 2 2

清 里 1 1 1 1 3 1 8

ウ ト ロ 1 1 2

計 1 1 6 2 1 4 1 2 18

斜 里 1 1 1 1 1 1 1 7

小 清 水 1 1 1 1 4

清 里 1 1 1 3

ウ ト ロ

計 1 1 1 2 2 1 1 2 2 1 14

斜 里 1 1

小 清 水 1 1 2

清 里 1 1

ウ ト ロ 2 1 3

計 1 3 2 1 7

斜 里 5 3 5 7 12 3 3 10 3 6 8 3 68

小 清 水 1 1 6 7 4 2 4 3 2 2 4 3 39

清 里 3 1 2 6 1 3 2 6 4 2 2 3 35

ウ ト ロ 1 2 1 1 1 2 2 10

10 7 13 21 18 9 9 21 11 10 14 9 152

  過 去 １０ ヶ 年 間 月 別 火 災 発 生 状 況

年
別

1月 2月 3月 4月 5月 6月 計

（ 平 成 ２ ７ 年 ～ 令 和 ６ 年 ）

7月 8月 9月 10月11月12月

29

30

計

合　計

元

2

27

28

5

3

4

6

署 別

月 別
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（㎥） （㎥） （ａ） （千円） （千円） （人） （人）

1 1

1 1

1 1 417 417

2 1 1 559 559

3 2 1 976 976

1 1 1 1

417

1 1 15 574

2 1 1 16 992

1

417

574

992

1

417

574

992

1 1 599 7,930 7,931

417

574

1 1 599 7,930 8,922

1 1

2 1 1 599 7,931 7,931

1 1 417 417

3 2 1 574 574

7 1 3 1 2 599 8,922 8,922

ウ ト ロ

小 清 水

小 清 水

清 里

計

小 清 水

ウ ト ロ

ウ ト ロ

ウ ト ロ

月
 

別

建　　　　物

火 災 件 数
累
 
 
 

計

火

災

損

害

額

全
　
焼

半
　
焼

部
分
焼

負
 

傷
 

者

林

野

焼

損

面

積

合
 
 
計

建
物
焼
損
表
面
積

小
　
火

車
　
　
 
両

林
　
　
 
野

そ
 
の
 
他

建
物
焼
損
床
面
積

船
　
　
　
舶

小 清 水

計

ウ ト ロ

小 清 水

1月

斜 里

小 清 水

2月

斜 里

清 里

清 里

ウ ト ロ

計

4月

斜 里

清 里

計

小 清 水

3月

斜 里

清 里

計

ウ ト ロ

ウ ト ロ

5月

斜 里

清 里

計

小 清 水

7月

斜 里

清 里

計

小 清 水

6月

斜 里

清 里

計

ウ ト ロ

ウ ト ロ

9月

斜 里

10月

斜 里

清 里

計

計

ウ ト ロ

 令 和 ６ 年 中  　火 災 統 計

計

小 清 水

12月

斜 里

死
 
 
 

者

清 里

計

小 清 水

11月

斜 里

清 里

小 清 水

8月

斜 里

清 里

ウ ト ロ

ウ ト ロ

合 計

小 清 水総
　
計

斜 里

清 里

署 別

区 分
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予 防 ・ 危 険 物



斜

里

町

小
清
水
町

清

里

町

イ 1 1 2

ロ 8 14 7 29

イ

ロ 2 1 3

ハ

ニ

イ

ロ 20 4 5 29

4 30 9 10 49

イ 35 1 7 43

ロ 207 52 37 296

イ 8 1 1 10

ロ 7 2 1 10

ハ 15 3 3 21

ニ 1 1

7 6 2 2 10

8 7 1 8

イ

ロ 1 1 1 3

10 1 1

11 16 11 8 35

イ 86 28 15 129

ロ

イ 26 8 1 35

ロ

14 145 35 23 203

15 118 103 22 243

イ 46 14 11 71

ロ 30 3 3 36

815 292 160 1,267

令和７年7月1日現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

計

  防 火 対 象 物 状 況　（１５０㎡以上）

1
 劇場、映画館、演芸場又は観覧場

 公会堂又は集会場

 防火対象物の別
（消防法施行令別表第1）

町　別　

2

 キャバレー、カフェー、ナイトクラブその他これに類するもの

 遊技場又はダンスホール

 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第2条第5項に規定する性風
俗関連特殊営業を営む店舗その他これに類するものとして総務省令で定めるもの

 カラオケボックスその他遊興のための設備又は物品を個室において客に利用させ
る役務を提供する業務を営む店舗で総務省令で定めるもの

3
 待合、料理店その他これに類するもの

 飲食店

 百貨店、マーケット、その他の物品販売業を営む店舗又は展示場

5
 旅館、ホテル、宿泊所その他これに類するもの

 寄宿舎、下宿又は共同住宅

 車両の停車場又は船舶又は航空機の発着場

 神社、寺院、教会その他これに類するもの

6

 病院、診療所又は助産所

　老人短期入所施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム（主として要介
護状態にある者を入居させるものに限る。）、介護老人保健施設、救護施設、乳児院、知的障
害児施設、盲ろうあ児施設（通所施設を除く。）、肢体不自由児施設（通所施設を除く。）、
重症心身障害児施設、障害者支援施設（主として障害の程度が重い者を入所させるものに限
る。）、老人福祉法（昭和三十八年法律第百三十三号）第五条の二第四項若しくは第六項に規
定する老人短期入所事業若しくは認知症対応型老人共同生活援助事業を行う施設又は障害者自
立支援法（平成十七年法律第百二十三号）第五条第八項若しくは第十項に規定する短期入所若
しくは共同生活介護を行う施設（主として障害の程度が重い者を入所させるものに限る。ハに
おいて「短期入所等施設」という。）

　老人デイサービスセンター、軽費老人ホーム、老人福祉センター、老人介護支援センター、
有料老人ホーム（主として要介護状態にある者を入居させるものを除く。）、更生施設、助産
施設、保育所、児童養護施設、知的障害児通園施設、盲ろうあ児施設（通所施設に限る。）、
肢体不自由児施設（通所施設に限る。）、情緒障害児短期治療施設、児童自立支援施設、児童
家庭支援センター、身体障害者福祉センター、障害者支援施設（主として障害の程度が重い者
を入所させるものを除く。）、地域活動支援センター、福祉ホーム、老人福祉法第五条の二第
三項若しくは第五項に規定する老人デイサービス事業若しくは小規模多機能型居宅介護事業を
行う施設又は障害者自立支援法第五条第六項から第八項まで、第十項若しくは第十三項から第
十六項までに規定する生活介護、児童デイサービス、短期入所、共同生活介護、自立訓練、就
労移行支援、就労継続支援若しくは共同生活援助を行う施設（短期入所等施設を除く。）

 幼稚園又は特別支援学校

 小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、高等専門学校、
大学、専修学校、各種学校その他これに類するもの

 図書館、博物館、美術館その他これに類するもの

9
 公衆浴場のうち、蒸気浴場、熱気浴場その他これに類するもの

 イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場

計

12
 工場又は作業場

 映画スタジオ又はテレビスタジオ

13
 自動車車庫又は駐車場

 飛行機又は回転翼航空機の格納庫

 倉庫

 前各項に該当しない事業所

16

 複合用途防火対象物のうち、その1部が(1)項から(4)項まで、(5)項
イ、(6)項又は(9)項イに掲げる防火対象物の用途に供されているもの

 イに掲げる複合用途防火対象物以外の複合用途防火対象物
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年 月 ・ 日

年 月 ・ 日

年 月 ・ 日

年 月 ・ 日

年 月 ・ 日

年 月 ・ 日

年 月 ・ 日

年 月 ・ 日

年 月 ・ 日

年 月 日

年 月 ・ 日

年 月 ・ 日

年 月 日

年 月 ・ 日

年 月 日

年 月 ・ 日

年 月 日

年 月 ・ 日

年 月 日

年 月 ・ 日

年 月 日

年 月 ・ 日

年 月 日

年 月 ・ 日

年 月 日

年 月 ・ 日

年 月 日

年 月 ・ 日

26 令和 4 12 20 21 39 名 　　　　　　〃　　

25 令和 3 11 25 12 名 　　　　　　〃　　

24 令和 2 11 5 6 41 名 　　　　　　〃　　

21 平成 29 10 5 14 名 　　　　　　〃　　

19 平成 27 10 2 9 名 　　　　　　〃　　

22 平成 30 11 6 7 31 名 　　　　　　〃　　

18 平成 26 10 2 3 31 名 　　　　　　〃　　

16 平成 24 9 27 28 32 名

27

3 昭和 44

　　　　　　〃

1 16 17 92 名 　　　　　　〃

4 昭和 46 1 18 19 88 名 　　　　　　〃

2 昭和 41 12 1 2 47 名 　　　　　　〃

回数

1

講 習 年 月 日 修了者数 備 考

斜里消防署（政令指定により）昭和 40 12 7 8 75 名

21

名

106 名

5 昭和 47 1 17 18 74 名

斜里地区消防組合　消防本部

7 昭和 50 11 15 16

21

名

8 昭和 56 1 17 18 117

57 名

55

6 昭和 48 11 20

9 昭和 59 2 20

平成 18 12 4

18 210 平成

20 10 28 29

11

53 名

32 名

5

10

28

防 火 管 理 者 講 習 実 施 状 況

　　　　　　〃　　 （再講習）

令和７年7月1日現在

44

名1,181計

名

27

　　　　　　〃　　8 名13 平成 21 10

26

34

12 平成

15 平成 23 10

5

14

名14 平成 22 10 26

名 　　　　　　〃　　 （再講習）

名17 平成 25 9 　　　　　　〃　　

20 平成 28 11 8 9 33 名 　　　　　　〃　　

23 令和 元 11 13 7 名 　　　　　　〃　　

28 令和 6 11 26 27 23 名 　　　　　　〃　　

　　　　　　〃　　

　　　　　　〃　　

　　　　　　〃　　

　　　　　　〃　　

　　　　　　〃　　

　　　　　　〃　　

　　　　　　〃　　

（再講習）

（再講習）

（再講習）

（再講習）

（再講習）

（再講習）

（再講習）27 令和 5 10 30 8 名 　　　　　　〃　　
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施設種類

朝　日　町 4 2 2

本　　　町 5 5

前　浜　町 3 3

港　　　町 13 2 6 1 1 3

西　　　町 4 2 1 1

文　光　町 15 8 4 1 2

光　陽　町 2 1 1

青　葉　町 5 5

新　光　町 6 1 1 4

豊　　　倉 6 3 3

川　　　上 13 2 6 1 1 3

中　斜　里 6 1 1 3 1

峰　　　浜 2 2

以　久　科 15 1 7 1 6

ウ　ト　ロ 28 3 12 6 3 4

上記以外の地域 17 4 4 6 1 2

144 3 16 54 27 2 20 22

小　清　水 25 8 9 5 3

止　　　別

浜 小 清 水 1 1

中　　　里

神　　　浦

上　　　徳

美　　　和 4 2 2

共　　　和 5 3 1 1

旭

東　　　野

35 3 11 9 6 6

清　里　町 35 1 2 18 5 2 7

札　弦　町 2 2

緑　　　町 4 2 1 1

清　　　泉

神　　　威 14 2 5 1 6

向　　　陽

上　斜　里 4 1 1 1 1

59 1 5 25 7 2 4 15

238 4 24 90 43 4 30 43総　  合　  計

小
　
清
　
水
　
町

市
街
地

そ
の
他
の
地
域

合　　　計

そ
の
他
の
地
域

屋
外
タ
ン
ク

斜
　
　
　
　
里
　
　
　
　
町

そ
の
他
の
地
域

清
　
里
　
町

市
街
地

合　　　計

合　　　計

製
　
造
　
所

市
　
　
街
　
　
地

危　険　物　の　状　況

令和７年7月1日現在

合
　
　
計

貯　　　　　　　蔵　　　　　　　所

危 険 物 施 設 状 況
取　扱　所

販
　
　
　
売

一
　
　
　
般

屋
　
　
　
内

　地 域 別

屋
内
タ
ン
ク

移
動
タ
ン
ク

給
　
　
　
油

地
下
タ
ン
ク

屋
　
　
　
外

簡
易
タ
ン
ク
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斜 里 1 4 26 24 2 5 62

小 清 水 1 4 2 7

清 里 3 11 7 5 26

計 1 8 41 33 2 10 95

斜 里 5 11 2 9 27

小 清 水 1 1 7 2 11

清 里 1 7 1 5 14

計 1 6 19 7 1 2 16 52

斜 里 2 6 14 2 10 5 39

小 清 水 1 5 4 4 14

清 里 2 7 1 1 5 16

計 2 9 26 2 1 15 14 69

斜 里 3 2 5

小 清 水

清 里 2 2

計 3 2 2 7

斜 里 1 1 2

小 清 水

清 里 1 1

計 1 2 3

斜 里 5 1 6

小 清 水 1 1

清 里

計 6 1 7

斜 里 1 2 3

小 清 水 1 1 2

清 里

計 1 1 3 5

3 16 54 27 2 20 22 144

3 11 9 6 6 35

1 5 25 7 2 4 15 59

4 24 90 43 4 30 43 238

令和７年7月1日現在

製

 
 

造

 
 

所

屋

内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

一

般

取

扱

所

合
　
　
　
　
計

施 設 別

　区分・地域別

危 険 物 製 造 所 等 貯 蔵 取 扱 状 況

倍数が５以下

　超えるもの　　　　　　　　

倍数が５を　
超え１０以下

倍数が１０を
超え５０以下

倍数が５０を　
超え１００以下

倍数が１００を
超え１５０以下

倍数が１５０を
超え２００以下

倍数が２００を

合
　
計

斜　　　里

小　清　水

清　　　里

総　　合　　計
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救 急 概 況

　昭和４８年３月に斜里地区消防組合が発足、構成３町それぞれに救急自動車の配備をし

救急業務に従事しておりますが、世界自然遺産登録地域をはじめ小清水原生花園、藻琴

山・斜里岳登山、裏摩周など観光圏域内の観光シーズンにおける急病とレジャー型の交通

事故が多発傾向にあります。



件 ％

件 ％

件 ％

件 ％

件 ％

小 清 水 町 205 件

清 里 町 179 件

349 ％

斜 里 町 649 件

令和 4 年 1,033 件

小 清 水 町 186 件

清 里 町 160 件

300 ％

斜 里 町 543 件

令和 3 年 889 件

件増）

件増）

18.9 （前年比

令 和 ６ 年 中  出 場 件 数 状 況

1,042

1 件増）（前年比（出場）

件増）

件◎令和６年中（１月～１２月）の出場件数

○主な出場件数の前年比内訳

56.4

5.7 （前年比

急 病

交 通 事 故

件増）67

588

59

（前年比15.3 30

33

（出場）

（出場）

（出場）

7

159

197

一 般 負 傷

転 院 搬 送

区別

◎昭和５０年から近年までの出場件数推移

件

そ の 他 （出場） 11 1.1

％

内 訳
昭 和 ５ ０ 年

対 比年

296 100昭和 小 清 水 町

斜 里 町

清 里 町

件）

年 件

（前年比 0

年

昭和 60 164

247

484

730

年

　5.7％を占める交通事故は、４月～１０月の観光シーズンに、交通事故全体の59.5％を占

める36名を搬送しています。

123

69

494

件

件50

件

件

件

斜 里 町

％

年

55

件

清 里 町 113

598

321

2 年 件

件178926 ％313

小 清 水 町

150

160

小 清 水 町

斜 里 町

298

331 ％

斜 里 町

件 82

件

件

81

斜 里 町

％

件

件

件

小 清 水 町

清 里 町

件

斜 里 町

小 清 水 町

％

斜 里 町

506

329

571

201

203

清 里 町

令和 5 年

882

件975

令和

平成 20

件平成 10

小 清 水 町

216

件

清 里 町

（前年比

清 里 町

件

件

件

件

　主な出場のうち、急病は56.4％を占め、そのうち比較的軽症と思われるものも、おおよそ

38.7％を占め、重症度の救急業務と重複する懸念のある現況です。

172

（1月1日～12月31日）

出 場 件 数

％

平成 30 年 981 件

589 件

小 清 水 町 228 件

清 里 町 164 件

令和 6 年 1,042 件 小 清 水 町 219 件

清 里 町 184 件

352 ％

斜 里 町 639 件
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444 427 431 1 2 15 5 48 7 230 119 17 17

216 204 206 1 14 1 26 1 122 51 12

160 141 143 6 1 28 114 6 5 19

62 57 57 6 2 17 1 34 2 5

882 829 837 1 3 41 9 119 9 500 178 22 53

495 469 475 3 20 8 66 4 254 132 1 7 26

186 176 176 10 4 1 28 3 105 33 2 10

160 146 147 10 21 1 117 10 1 14

48 42 42 5 2 8 1 1 25 3 3 6

889 833 840 3 45 14 1 123 1 9 501 178 1 13 56

555 516 517 1 19 12 6 79 1 3 295 125 14 39

205 196 196 1 10 1 24 120 45 1 3 9

179 168 169 1 1 12 1 35 1 2 117 9 11

94 85 86 8 1 6 19 1 56 1 2 9

1,033 965 968 2 29 35 14 157 2 6 588 180 1 19 68

519 492 495 1 1 17 9 57 5 1 314 106 1 7 27

201 190 194 1 15 2 1 24 2 108 46 2 11

203 184 186 1 16 3 37 1 1 133 10 1 19

52 49 50 4 1 11 33 2 1 3

975 915 925 3 1 52 15 1 129 6 4 588 164 1 11 60

564 537 546 1 19 3 2 79 1 7 301 143 8 27

219 206 208 23 3 2 24 2 119 46 13

184 164 165 11 1 34 2 127 7 2 20

75 70 70 6 2 1 22 1 41 1 1 5

1,042 977 989 1 59 9 5 159 1 12 588 197 11 65

5

斜 里

小 清 水

清 里

ウ ト ロ

計

年 別 出 場 件 数 調 （過去5カ年）
（令和２年～令和６年）

救 急 事 故 区 分 （ 件 数 ）

不

搬

送

出

場

件

数

搬

送

件

数

搬

送

人

員

そ の 他火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資
機
材
搬
送

そ

の

他

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

ウ ト ロ

計

2

斜 里

運

動

競

技

年

別

小 清 水

清 里

4

斜 里

小 清 水
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計
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計
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計

区 分

署 別
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59 1 3 1 52 2

138 4 1 18 1 58 56

461 15 6 1 64 1 3 233 138

331 38 2 4 64 3 211 9

989 1 57 9 5 149 1 8 554 205

備 考 １．死亡とは、初診時において死亡が確認されたものをいう。
２．重症とは、傷病程度が３週間の入院加療を必要とするもの以上をいう。
３．中等症とは、傷病程度が重症又は、軽症以外のものをいう。
４．軽症とは、傷病程度が入院加療を必要としないものをいう。
５．その他とは、医師の診断がないもの、及び、搬送先がその他の場所へ搬送したものをいう。

そ の 他

計

中 等 症

軽 症

死 亡

重 症

傷病程度

そ

の

他

傷 病 程 度 別 の 搬 送 人 員 状 況
令和６年１月１日～令和６年１２月３１日
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1 1

37 7 24 6

19 1 2 4 1 9 2

231 33 5 3 33 1 5 106 45

701 1 23 4 105 2 415 151

989 1 57 9 5 149 1 8 554 205

備 考
２．乳幼児とは、生後２９日以上、満７歳未満のことをいう。
３．少年とは、満７歳以上、満１８歳未満のことをいう。
４．成人とは、満１８歳以上、満６５歳未満のことをいう。
５．高齢者とは、満６５歳以上のことをいう。

計

１．新生児とは、生後２８日以内のことをいう。
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少 年

年齢別

新 生 児

一

般

負

傷

加

害

自

損
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年 齢 別 の 搬 送 人 員 状 況
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36 4 1 25 6

28 3 23 2

37 6 29 2

84 11 13 52 8

154 5 4 27 2 70 46

114 8 2 1 24 53 26

102 2 2 1 13 58 26

128 1 10 1 22 2 62 30

107 16 1 20 47 23

68 1 5 1 51 10

75 1 1 1 10 1 1 43 17

56 5 1 41 9

989 1 57 9 5 149 1 8 554 205計

（単位：名）

10時～12時
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14時～16時

16時～18時

18時～20時

20時～22時

22時～24時
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２ 時 ～ ４ 時

４ 時 ～ ６ 時

６ 時 ～ ８ 時

８時～10時

自

損
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急
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そ
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時 間 別 搬 送 人 員
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80 1 1 6 1 53 18

79 2 1 18 1 41 16

88 2 1 19 1 49 16

83 6 9 53 15

63 1 8 1 1 38 14

82 6 2 2 14 2 38 18

87 2 1 14 54 16

92 7 1 14 1 51 18

92 1 11 3 10 42 25

90 3 1 13 1 49 23

45 1 7 31 6

108 15 1 17 55 20

989 1 57 9 5 149 1 8 554 205計

（単位：名）
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Eメールアドレス

honbu@sharifd.jp

0152-23-2494

「 消 防 年 報 」

斜里地区消防組合消防本部

令和７年１０月

〒099-4113
北海道斜里郡斜里町本町１４番地３

0152-23-3647
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